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         はじめに

         このマニュアルは、JP1/IT Desktop Management 2 - ManagerおよびJP1/IT Desktop Management 2 -
            Operations Directorで発生したトラブルへの対処方法について説明したものです。次の対処ができることを目的としています。
         

         ・ユーザーから入手した情報を基に、発生しているトラブルの原因を特定する

         ・トラブルの原因を取り除くための対処方法をユーザーに回答する

         以降、JP1/IT Desktop Management 2 - ManagerおよびJP1/IT Desktop Management 2 -
            Operations Directorを、JP1/IT Desktop Management 2と略します。また、JP1/IT Desktop Management 2 - Managerと比較して、JP1/IT
            Desktop Management 2 - Operations Directorでは一部の機能が制限されます。機能制限については、マニュアル「JP1/IT Desktop
            Management 2 導入・設計ガイド」の、JP1/IT Desktop Management 2 - Operations
            Directorでの機能制限の説明を参照してください。
         

         
            対象読者

            製品でトラブルが発生した場合に、ユーザーからの問い合わせに対応する方を対象としています。

            なお、対象読者には次に示す知識があることを前提としています。 

            
               	
                  Windowsの操作に関する基本的な知識

               

               	
                  JP1/IT Desktop Management 2の操作に関する基本的な知識

               

            

         
         
            マニュアルの構成

            このマニュアルは、次に示す章と付録から構成されています。

            
               	第1章　トラブルシュートの概要

               	
                  サポート対応の基本的な流れについて説明しています。

               

               	第2章　出力されるログの解析

               	
                  出力されるログの種類、解析手順、および解析事例について説明しています。

               

               	付録A　このマニュアルの参考情報

               	
                  このマニュアルを読むに当たっての参考情報について説明しています。

               

            

         
         
            変更内容

            変更内容（3021-3-B59-20）　JP1/IT Desktop Management 2
                  11-10

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           追加・変更内容

                        
                        	
                           変更個所

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           Windows Server 2016を次の製品の適用OSに追加した。

                           
                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                              

                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                              

                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitor

                              

                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Asset Console

                              

                              	
                                 Remote Install Manager

                              

                           

                        
                        	
                           −

                        
                     

                  
               

            
            単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
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         1　トラブルシュートの概要

         
            この章では、サポート対応の手順、ユーザーから入手する情報、およびトラブルシュートに必要な情報について説明します。

         

         
            1.1　サポート対応の手順
            

            JP1/IT Desktop Management 2で発生したトラブルについて問い合わせがあった場合、次の手順で対応します。

            
               	
                  マニュアルおよびヘルプを確認して、類似のトラブルがあるかどうかを確認する

                  トラブルについてユーザーから問い合わせがあった場合、まず、発生しているトラブルがマニュアルおよびヘルプのトラブルシューティング情報に記載されているかどうかを確認してください。

                  原因を特定できた場合は、ユーザーに対処方法を回答します。特定できなかった場合は、次の手順に進みます。

               

               	
                  ユーザーから必要な情報を入手する

                  ユーザーから現象や発生日時などの情報を入手します。ユーザーから入手する情報の詳細については、「1.2　ユーザーから入手する情報」を参照してください。
                  

               

               	
                  入手したログを解析する

                  手順2でユーザーから入手したgetlogsコマンドの実行結果の圧縮ファイルを基に、ログを解析します。ログの解析の詳細については「2.3　ログの解析」を参照してください。
                  

                  ログを解析して原因を特定できた場合は、ユーザーに対処方法を回答します。特定できなかった場合は、次の手順に進みます。

               

               	
                  必要な情報をそろえて、契約しているサポート窓口にエスカレーションする

                  手順3まで実施しても原因を特定できない場合は、契約しているサポート窓口にエスカレーションします。次の情報をサポート窓口に送付してください。

                  
                     	
                        ユーザーから入手した情報

                     

                     	
                        getlogsコマンドで入手した情報

                     

                     	
                        トラブルが発生している管理対象の機器の情報

                     

                     	
                        手順3までに取得したログ解析の情報

                     

                  

               

               	
                  サポート窓口から解析結果を受け取る

                  サポート窓口から解析結果を受け取り、ユーザーに対処方法を回答します。

               

            

         
         
            1.2　ユーザーから入手する情報
            

            問い合わせがあった場合、次の表に示す基本情報をユーザーから提供していただきます（取得できるものだけ）。

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           情報

                        
                        	
                           内容

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           現象

                        
                        	
                           発生しているトラブルについて、できるだけ具体的な現象を尋ねます。

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           発生日時

                        
                        	
                           トラブルが発生した日時を尋ねます。なお、ログを解析する場合は、ログを取得したコンピュータとシステム管理者が操作しているコンピュータのタイムゾーンを確認する必要があります。詳細については、「2.3.1　タイムゾーンの確認」を参照してください。 
                           

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2のバージョン

                        
                        	
                           ユーザーが使用しているJP1/IT Desktop Management 2のバージョンを尋ねます。

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           発生頻度

                        
                        	
                           トラブルの発生頻度を尋ねます（初めて発生、過去数回発生、1日に1回発生など）。

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           発生条件

                        
                        	
                           トラブルの発生にある程度規則性がある場合は、発生条件を尋ねます（特定の操作を実施すると発生、決まった時間帯に発生、管理対象の機器の数が増えると発生など）。

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           再現性

                        
                        	
                           同じような状況で、トラブルが発生する場合は、再現手順を尋ねます。

                        
                     

                     
                        	
                           7

                        
                        	
                           システム構成

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2を使用しているシステム構成を尋ねます。

                           
                              	
                                 管理用サーバのOSの情報

                              

                              	
                                 管理用サーバのIPアドレス

                              

                              	
                                 ネットワーク監視用のコンピュータのOSの情報

                              

                              	
                                 ネットワーク監視用のコンピュータのIPアドレス

                              

                              	
                                 管理対象の機器の製品情報

                              

                              	
                                 管理対象の機器のIPアドレス

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           8

                        
                        	
                           
                              JP1/IT Desktop Management 2
                              
                           

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2の設定画面で設定した内容を尋ねます（［機器の探索］−［探索条件の設定］−［ネットワークの探索］の設定値、［エージェント］−［Windows
                              エージェント設定とインストールセットの作成］の設定値など）。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           9

                        
                        	
                           スクリーンショット

                        
                        	
                           次のスクリーンショットを提供していただきます。

                           
                              	
                                 トラブル発生時のウィンドウ

                              

                              	
                                 エラーメッセージのダイアログ

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           10

                        
                        	
                           getlogsコマンドで収集した情報

                        
                        	
                           getlogsコマンドの詳細については、「1.3　管理用サーバ側のトラブルシュートに必要な情報」を参照してください。
                           

                        
                     

                  
               

            
            また、必要に応じて、次の表に示す詳細情報もユーザーから提供していただきます。

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           情報

                        
                        	
                           内容

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           getinstlogsコマンドで収集した情報

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2のインストール時にトラブルが発生した場合に取得します。

                           getinstlogsコマンドの詳細については、「1.4　JP1/IT Desktop Management 2のインストール時のトラブルシュートに必要な情報」を参照してください。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           ネットワーク監視用のコンピュータのトラブルシュート情報

                        
                        	
                           ネットワーク監視用のコンピュータを経由する情報が不正、情報が更新されないなど、ネットワーク監視用のコンピュータ側にトラブルの原因がある場合に採取します。

                           詳細については、「1.5　ネットワーク監視用のコンピュータ側のトラブルシュートに必要な情報」を参照してください。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           エージェント導入済みの機器のトラブルシュート情報

                        
                        	
                           エージェントからの情報が不正、情報が更新されないなど、エージェント側にトラブルの原因がある場合に採取します。

                           詳細については、「1.6.1　エージェント導入済みの機器の情報取得」を参照してください。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           エージェントレスの機器のトラブルシュート情報

                        
                        	
                           エージェントレスの機器の情報が不正、情報が更新されないなど、エージェントレスの機器にトラブルの原因がある場合に採取します。

                           詳細については、「1.6.2　エージェントレスの機器の情報取得」を参照してください。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           リモートコントロール機能のログ

                        
                        	
                           リモートコントロール機能を使用している場合にトラブルが発生したときに取得します。

                           詳細については、「2.2　リモートコントロール機能で出力されるログ」を参照してください。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2のデータベースのバックアップ

                        
                        	
                           ユーザーの具体的な環境を確認する場合に取得します。

                           詳細については、「1.7　データベースのバックアップの取得方法」を参照してください。
                           

                        
                     

                  
               

            
         
         
            1.3　管理用サーバ側のトラブルシュートに必要な情報
            

            管理用サーバのトラブルシュートに必要な情報は、ユーザーにgetlogsコマンドを実行して取得していただきます。getlogsコマンドを実行すると、次の表に示す2つの圧縮ファイルを取得できます。
            

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           圧縮ファイル

                        
                        	
                           内容

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           tsinf_1st.dat

                        
                        	
                           収集したログファイル（一次用ファイル）を圧縮したファイル

                        
                     

                     
                        	
                           tsinf_2nd.dat

                        
                        	
                           収集したログファイル（二次用ファイル）を圧縮したファイル

                        
                     

                  
               

            
            ユーザーからはtroubleshootフォルダに出力されたすべての圧縮ファイルを入手します。ユーザーの環境によっては、圧縮ファイルの容量が大きくなるので注意してください。二次用ファイルは容量が大きいため、ユーザーにFTPなどを使用していただいて入手してください。二次用ファイルの容量の目安は、数MBから数十MB程度です。

            tsinf_1st.dat（一次用ファイル）に格納される情報は、障害の一次切り分けに使用します。tsinf_2nd.dat（二次用ファイル）に格納される情報は、一次用ファイル以外のトラブルシュート情報を含むため、一次用ファイルの情報で解決しない場合に使用します。
            

            基本的には、一次用ファイルに格納されている情報を使用して、ログ解析を行います。二次用ファイルに格納されている情報は解析しません。

            なお、圧縮ファイルの展開方法については、「2.3.2　圧縮ファイルの展開」を参照してください。
            

            
               	重要

               	
                  getlogsコマンドを実行すると、ユーザー情報（レジストリ情報など）を含んだファイルが取得されます。そのため、ユーザーからトラブルシュートに必要な情報を提供していただくときに、ユーザー情報が含まれていても問題ないかどうかを確認してください。もし、ユーザーから提供を断られた場合は、「付録A.2　サポートに必要な情報の格納先または入手方法」を参照して、トラブルシュートに必要な情報を入手してください。
                  

               

            

            
               1.3.1　getlogsコマンドの使用方法
               

               getlogsコマンドは、Administrator権限があるユーザーが管理用サーバ上で実行します。

               ［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］−［JP1_IT Desktop Management 2 -
                  Manager］−［コマンド］を選択して、コマンドプロンプトでgetlogsコマンドを実行してください。
               

               もし、過去にgetlogsコマンドを実行して、圧縮ファイル（tsinf_1st.dat、およびtsinf_2nd.dat）が出力されたフォルダ内に、次に示すフォルダ、またはファイルが存在した場合、再度同じフォルダを出力先に指定してgetlogsコマンドを実行すると、これらのフォルダ、およびファイルは削除されてから、getlogsコマンドが実行されます。

               
                  	
                     tsinfフォルダ

                  

                  	
                     tsinf_1st.dat

                  

                  	
                     tsinf_2nd.dat

                  

               

               なお、JP1/IT Desktop Management 2のデフォルトのインストール先フォルダ、およびJP1/IT Desktop Management 2のコマンドの格納先フォルダは、次のとおりです。

               
                  	
                     JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ：

                     %SystemDrive%¥Program Files(x86)¥HITACHI¥jp1itdmm¥

                  

                  	
                     JP1/IT Desktop Management 2のコマンドの格納先：

                     JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥
                     

                  

               

               
                  (1)　形式

                  getlogs 〔 -f 出力先フォルダ名〕
                  

               
               
                  (2)　オプション（引数）
                  

                  
                     	-f

                     	
                        このオプションを指定すると、収集したログファイルを圧縮したファイルの出力先を指定できます。出力先のフォルダ名は、ローカルディスクのフォルダを絶対パスで指定してください。指定できるフォルダ名の長さは、フルパスで最大150バイト以内（最後の¥はサイズに含みません）です。指定できる文字種は、Windowsでフォルダ名に使用できる文字です。

                        
                           	
                              : はドライブ区切りとしてだけ使用できます。

                           

                           	
                              ¥はフォルダ区切りとしてだけ使用できます。

                           

                           	
                              先頭または末尾が空白のフォルダ、空白だけのフォルダは指定できません。

                           

                           	
                              先頭または末尾がピリオド（.）のフォルダ、ピリオド（.）だけのフォルダは指定できません。

                           

                           	
                              スペースを含む文字列を指定する場合は、「"」（引用符）で囲む必要があります。

                           

                        

                        このオプションは省略できます。このオプションを省略した場合は、次に示すフォルダに出力されます。

                        JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥troubleshoot¥
                        

                     

                  

               
               
                  (3)　戻り値
                  

                  getlogsコマンドを実行した場合の戻り値を、次の表に示します。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 戻り値

                              
                              	
                                 内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 異常終了（一部の情報を収集できなかった）

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 11

                              
                              	
                                 異常終了（指定した引数が不正である）

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 異常終了（指定したフォルダがない、またはパスの指定に使用できない文字が含まれている）

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 51

                              
                              	
                                 異常終了（コマンドを実行する権限が不足している）

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 101

                              
                              	
                                 異常終了（上記以外のエラーが発生した）

                              
                           

                        
                     

                  
                  getlogsコマンドが異常終了して情報が取得できなかった場合、「付録A.2　サポートに必要な情報の格納先または入手方法」を参照して情報を取得してください。
                  

               
            
            
               1.3.2　getlogsコマンドで取得できる情報

               getlogsコマンドで取得する情報（一次用）を次の表に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              情報

                           
                           	
                              取得内容または取得ファイル

                           
                           	
                              解凍先フォルダまたはファイル名

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              コマンド実行結果

                           
                           	
                              トラブルシュート情報収集の結果情報

                           
                           	
                              result.txt

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              システム情報

                           
                           	
                              systeminfoの実行結果

                           
                           	
                              systeminfo.txt

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              レジストリ情報

                           
                           	
                              regedit /Eの実行結果

                           
                           	
                              reg.txt

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              イベントログ情報※1

                              （ログ解析の対象ファイル）

                           
                           	
                              eventqueryの実行結果

                           
                           	
                              event.txt

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              プロセスリスト

                           
                           	
                              tasklist /Vの実行結果

                           
                           	
                              tasklist.txt

                           
                        

                        
                           	
                              6

                           
                           	
                              サービスリスト

                           
                           	
                              sc queryの実行結果

                           
                           	
                              service.txt

                           
                        

                        
                           	
                              7

                           
                           	
                              ネットワーク情報

                           
                           	
                              netstat -aの実行結果

                           
                           	
                              netstat_a.txt

                           
                        

                        
                           	
                              netstat -nrの実行結果

                           
                           	
                              netstat_nr.txt

                           
                        

                        
                           	
                              netstat -noの実行結果

                           
                           	
                              netstat_no.txt

                           
                        

                        
                           	
                              ipconfig /allの実行結果

                           
                           	
                              ipconfig.txt

                           
                        

                        
                           	
                              8

                           
                           	
                              プロセスのCPU利用率

                           
                           	
                              typeperf "¥Process(*)¥% Processor Time"の実行結果

                           
                           	
                              typeperf.txt

                           
                        

                        
                           	
                              9

                           
                           	
                              Internet Explorerオプション設定値

                           
                           	
                              regedit /Eの実行結果

                           
                           	
                              reg_ieoption.txt

                           
                        

                        
                           	
                              10

                           
                           	
                              Firefoxオプション設定値

                           
                           	
                              Firefoxの設定ファイル格納先に存在するファイル

                           
                           	
                              
                                 	
                                    permissions.sqlite

                                 

                                 	
                                    content-prefs.sqlite

                                 

                                 	
                                    mimeTypes.rdf

                                 

                                 	
                                    pluginreg.dat

                                 

                                 	
                                    prefs.js

                                 

                                 	
                                    user.js

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              11

                           
                           	
                              Adobe Flash Playerバージョン

                           
                           	
                              regedit /Eの実行結果

                           
                           	
                              reg_flashplayer_version.txt

                           
                        

                        
                           	
                              12

                           
                           	
                              公開メッセージログファイル※1

                              （ログ解析の対象ファイル）

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNMAINn.LOG※2

                           
                           	
                              ¥jp1itdmm¥log¥

                           
                        

                        
                           	
                              13

                           
                           	
                              構成変更に関する公開メッセージログファイル※1

                              （ログ解析の対象ファイル）

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNSTRCn.LOG※2

                           
                        

                        
                           	
                              14

                           
                           	
                              監査ログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNAUDTn.LOG※2

                           
                        

                        
                           	
                              15

                           
                           	
                              トレースログファイル（ほかのコンポーネントインタフェースログファイル）

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNAGCTn.LOG※2

                           
                        

                        
                           	
                              16

                           
                           	
                              登録コマンド用ログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNAGTMn.LOG※2

                           
                        

                        
                           	
                              17

                           
                           	
                              環境情報ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_manager.conf
                              

                           
                           	
                              ¥jp1itdmm¥conf¥

                           
                        

                        
                           	
                              18

                           
                           	
                              環境情報ファイル（OEM用）

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_manager_oem.conf
                              

                           
                        

                        
                           	
                              19

                           
                           	
                              製品依存のリソース定義ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_product.properties
                              

                           
                        

                        
                           	
                              20

                           
                           	
                              コンフィグレーションファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_manager_config.conf
                              

                           
                        

                        
                           	
                              21

                           
                           	
                              ログレベル設定用ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_log.ini
                              

                           
                        

                        
                           	
                              22

                           
                           	
                              初回セットアップ判定用ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jdn_nobld
                              

                           
                        

                        
                           	
                              23

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先ファイルリスト

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先に存在するファイルのリスト

                           
                           	
                              dirlist.txt

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     ログ解析を行う場合に使用する対象のファイルです。これらのファイル以外は、サポート窓口側が確認するファイルです。
                     

                  

                  	注※2

                  	
                     nは、ログ番号を表します。1つのログファイルが満杯になると、次のログ番号のログファイルにログが出力されます。すべてのログファイルが満杯になると、最初のログファイルに戻ってログを上書きします。
                     

                  

               

               getlogsコマンドで取得する情報（二次用）を次の表に示します。二次用の情報は、サポート窓口側が確認する情報です。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              情報

                           
                           	
                              取得内容または取得ファイル

                           
                           	
                              解凍先フォルダまたはファイル名

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              コマンド実行結果

                           
                           	
                              トラブルシュート情報収集の結果情報

                           
                           	
                              result.txt

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              システム情報

                           
                           	
                              systeminfoの実行結果

                           
                           	
                              systeminfo.txt

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2の情報

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥
                              

                           
                           	
                              ¥jp1itdmm¥conf¥

                           
                        

                        
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                           	
                              ¥jp1itdmm¥log¥

                           
                        

                        
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥temp¥
                              

                           
                           	
                              ¥jp1itdmm¥temp¥

                           
                        

                        
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥db¥
                              

                           
                           	
                              ¥db¥

                           
                        

                        
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥uCPSB¥
                              

                           
                           	
                              ¥uCPSB¥

                           
                        

                        
                           	
                              セットアップのデータフォルダに指定したフォルダ¥AGC¥SERVER¥
                              

                           
                           	
                              ¥Database¥data¥AGC¥SERVER¥

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            1.4　JP1/IT Desktop Management 2のインストール時のトラブルシュートに必要な情報
            

            JP1/IT Desktop Management 2をインストールするときにトラブルが発生した場合は、ユーザーにトラブルシュート情報を取得していただきます。

            トラブルシュート情報は、インストール媒体に格納されているgetinstlogsコマンドを実行して取得していただきます。また、取得したファイルは任意のzip対応アーカイブツールを使用して圧縮していただきます。圧縮後、ユーザーにFTPなどを使用していただいて入手してください。

            getinstlogsコマンドを実行すると、getlogsコマンドを実行して取得できるファイルと同等のファイルがJDNINSTフォルダに格納されます。基本的には、JDNINSTフォルダに格納されているJDNMAINn.LOGおよびJDNINS1n.LOGを使用して、ログ解析を行います。getlogsコマンドを実行して取得できるファイルについては、「1.3.2　getlogsコマンドで取得できる情報」を参照してください。
            

            
               1.4.1　getinstlogsコマンドの使用方法
               

               getinstlogsコマンドは、Administrator権限があるインストールを実施したユーザーが実行します。getinstlogsコマンドはインストール媒体のルートパスに格納されています。Windowsのコマンドプロンプトから実行します。

               
                  (1)　形式

                  getinstlogs.exe 〔-f 出力先フォルダ名〕
                  

               
               
                  (2)　オプション（引数）

                  
                     	-f

                     	
                        このオプションを指定すると、収集したログファイルの出力先を指定できます。出力先のフォルダ名は、絶対パスで指定してください。指定できるフォルダ名の長さは、フルパスで最大150バイト以内（最後の¥はサイズに含みません）です。指定できる文字種は、Windowsでフォルダ名に使用できる文字です。

                        
                           	
                              : はドライブ区切りとしてだけ使用できます。

                           

                           	
                              ¥はフォルダ区切りとしてだけ使用できます。

                           

                           	
                              先頭または末尾が空白のフォルダ、空白だけのフォルダは指定できません。

                           

                           	
                              先頭または末尾がピリオド（.）のフォルダ、ピリオド（.）だけのフォルダは指定できません。

                           

                           	
                              スペースを含む文字列を指定する場合は、「"」（引用符）で囲む必要があります。

                           

                        

                        このオプションは省略できます。このオプションを省略した場合は、デスクトップに出力されます。

                        過去にgetinstlogsコマンドを実行している場合、再度同じフォルダを出力先に指定すると、以前のフォルダおよびファイルは削除されてから、getinstlogsコマンドが実行されます。

                     

                  

               
               
                  (3)　戻り値
                  

                  getinstlogsコマンドを実行した場合の戻り値を、次の表に示します。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 戻り値

                              
                              	
                                 内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 異常終了（一部の情報を収集できなかった）

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 11

                              
                              	
                                 異常終了（指定した引数が不正である）

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 異常終了（指定したフォルダがない、またはアクセスできない）

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 13

                              
                              	
                                 異常終了（出力先フォルダ名¥JDNINST以下に書き込みできない）
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 51

                              
                              	
                                 異常終了（コマンドを実行する権限が不足している）

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 101

                              
                              	
                                 異常終了（上記以外のエラーが発生した）

                              
                           

                        
                     

                  
                  getinstlogsコマンドが異常終了して情報が取得できなかった場合、「付録A.2　サポートに必要な情報の格納先または入手方法」を参照して情報を取得してください。
                  

               
            
            
               1.4.2　getinstlogsコマンドで取得できる情報

               getinstlogsコマンドで取得する情報を次の表に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              情報

                           
                           	
                              収集対象

                           
                           	
                              収集先フォルダ

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              
                                 	
                                    JP1/IT Desktop Management 2インストーラのトレースログ

                                 

                                 	
                                    JP1/IT Desktop Management 2のインストール情報

                                 

                                 	
                                    getlogsコマンドを実行して取得できるファイルと同等のファイル

                                 

                              

                           
                           	
                              %TEMP%¥JDNINST¥※

                           
                           	
                              JDNINST

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              
                                 	
                                    日立総合インストーラのトレースログ

                                 

                              

                           
                           	
                              %WINDIR%¥Temp¥HCDINST¥

                           
                           	
                              HCDINST

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注

                  	
                     インストールを実施したユーザー以外がgetinstlogsコマンドを実行すると、%TEMP%フォルダにあるトラブルシュート情報を取得できません。

                  

                  	注※

                  	
                     ターミナルサービス環境の場合は、%TEMP%フォルダに設定した値に置き換えてください。

                  

               

               ログ解析するJDNMAINn.LOGおよびJDNINS1n.LOGは、出力先フォルダ¥JDNINST¥logに格納されます。取得できるファイルを次に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              情報

                           
                           	
                              収集対象

                           
                           	
                              収集先フォルダ

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              環境情報ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥
                              

                           
                           	
                              JDNINST¥conf

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              ログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                           	
                              JDNINST¥log

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              一時ファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥temp¥
                              

                           
                           	
                              JDNINST¥temp

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              データベースのログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥db¥
                              

                           
                           	
                              JDNINST¥DB

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              アプリケーションサーバのログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥uCPSB¥
                              

                           
                           	
                              JDNINST¥uCPSB

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            1.5　ネットワーク監視用のコンピュータ側のトラブルシュートに必要な情報
            

            この節では、ネットワーク監視用のコンピュータ側のトラブルシュートに必要な情報を取得する方法について説明します。なお、基本的には取得した情報の解析はしません。

            契約しているサポート窓口から指示があった場合、ネットワーク監視用のコンピュータ側のトラブルシュートに必要な情報を取得します。

            ネットワーク監視用のコンピュータのトラブルシュート情報は、ネットワーク監視用のコンピュータに導入されているエージェントのgetlogs.vbsを実行して取得します。

            
               	
                  ネットワーク監視用のコンピュータのトラブルシュート情報を入手したいWindowsコンピュータに、Administrator権限を持つユーザーでログインします。

               

               	
                  下記に格納されているgetlogs.vbsをダブルクリックします。
                  

                  getlogs.vbsの格納先：JP1/IT Desktop Management 2 -
                        Agentのインストール先フォルダ¥bin¥
                  

                  JP1/IT Desktop Management 2 - Agentのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。

                  
                     	32bit OSの場合

                     	
                        JP1/IT Desktop Management 2 -
                              Agentのインストール先フォルダ：
                        

                        %SystemDrive%¥Program Files¥HITACHI¥jp1itdma¥

                     

                     	64bit OSの場合

                     	
                        JP1/IT Desktop Management 2 -
                              Agentのインストール先フォルダ：
                        

                        %SystemDrive%¥Program Files(x86)¥HITACHI¥jp1itdma¥

                     

                  

               

               	
                  getlogs.vbsをダブルクリックすると、トラブルシュート情報の取得を確認するダイアログが表示されるため、［はい］ボタンをクリックします。取得が開始されます。

               

               	
                  取得が完了すると、トラブルシュート情報が次に示す場所に格納されたことを示すダイアログが表示されます。

                  トラブルシュート情報の格納先：JP1/IT Desktop Management 2 -
                        Agentのインストール先フォルダ¥troubleshoot¥YYYY-MM-DD_hh-mm-ss※

                  
                     	注※

                     	
                        YYYY：年、MM：月、DD：日、hh：時、mm：分、ss：秒
                        

                     

                  

               

               	
                  手順4.で取得したトラブルシュート情報は圧縮されていないため、任意のzip対応アーカイブツールを使用して圧縮してください。

               

            

            getlogs.vbsを実行して入手できるトラブルシュート情報を次の表に示します。
            

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           情報

                        
                        	
                           取得内容または取得ファイル

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorのログファイル

                        
                        	
                           次のフォルダに格納されているファイル

                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                 Monitorのインストール先フォルダ¥log¥
                           

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorのconfフォルダにあるファイル

                        
                        	
                           次のフォルダに格納されているファイル

                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                 Monitorのインストール先フォルダ¥conf¥
                           

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorのdocフォルダにあるファイル

                        
                        	
                           次のフォルダに格納されているファイル

                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                 Monitorのインストール先フォルダ¥doc¥
                           

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           システム情報

                        
                        	
                           msinfo32 /nfoの結果

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           ファイル情報

                        
                        	
                           次のフォルダに格納されているファイルの一覧

                           JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                 Monitorのインストール先フォルダ¥
                           

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           イベントログ情報

                        
                        	
                           アプリケーション、システム、セキュリティ

                        
                     

                     
                        	
                           7

                        
                        	
                           ネットワーク情報

                        
                        	
                           ipconfig /allの結果

                           netsh dumpの結果

                           netstat -sの結果

                        
                     

                  
               

            
            
               	注

               	
                  ネットワーク監視用のコンピュータに導入されているエージェントのトラブルシュートに必要な情報も、併せて取得されます。詳細については、「1.6.1　エージェント導入済みの機器の情報取得」のgetlogs.vbsを実行して入手できるトラブルシュート情報の表を参照してください。
                  

               

            

         
         
            1.6　エージェント側のトラブルシュートに必要な情報
            

            この節では、エージェント側のトラブルシュートに必要な情報を取得する方法について説明します。なお、基本的には取得した情報の解析はしません。

            契約しているサポート窓口から指示があった場合、ユーザーにエージェント側のトラブルシュートに必要な情報を取得していただきます。

            エージェント導入済みの機器、およびエージェントレスの機器のトラブルシュート情報を取得する方法について説明します。

            
               1.6.1　エージェント導入済みの機器の情報取得
               

               エージェント導入済みの機器のトラブルシュート情報を取得します。

               オフライン管理用のエージェントがインストールされている機器でトラブルが発生した場合は、次に示す手順で採取できる情報のほかに、情報収集用ツールで生成された「Data」フォルダ以下のファイルも採取してください。

               
                  	
                     エージェントのトラブルシュート情報を入手したいWindowsコンピュータに、Administrator権限を持つユーザーでログインします。

                  

                  	
                     下記に格納されているgetlogs.vbsをダブルクリックします。
                     

                     getlogs.vbsの格納先：JP1/IT Desktop Management 2 -
                           Agentのインストール先フォルダ¥bin¥
                     

                     JP1/IT Desktop Management 2 - Agentのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。
                     

                     
                        	32bit OSの場合

                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2 -
                                 Agentのインストール先フォルダ：
                           

                           %SystemDrive%¥Program Files¥HITACHI¥jp1itdma¥

                        

                        	64bit OSの場合

                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2 -
                                 Agentのインストール先フォルダ：
                           

                           %SystemDrive%¥Program Files(x86)¥HITACHI¥jp1itdma¥

                        

                     

                  

                  	
                     getlogs.vbsをダブルクリックすると、トラブルシュート情報の取得を確認するダイアログが表示されるため、［はい］ボタンをクリックします。取得が開始されます。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     取得が完了すると、トラブルシュート情報が次に示す場所に格納されたことを示すダイアログが表示されます。

                     [image: [図データ]]

                     トラブルシュート情報の格納先：JP1/IT Desktop Management 2 -
                           Agentのインストール先フォルダ¥troubleshoot¥YYYY-MM-DD_hh-mm-ss※

                     
                        	注※

                        	
                           YYYY：年、MM：月、DD：日、hh：時、mm：分、ss：秒
                           

                        

                     

                  

                  	
                     手順4.で取得したトラブルシュート情報を、ユーザーから入手します。取得したトラブルシュート情報は圧縮されていないため、ユーザーに任意のzip対応アーカイブツールを使用して圧縮していただきます。圧縮後、ユーザーにFTPなどを使用していただいて入手してください。

                  

               

               getlogs.vbsを実行して入手できるトラブルシュート情報を次の表に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              情報

                           
                           	
                              取得内容または取得ファイル

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              エージェントのログ

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2 -
                                    Agentのインストール先フォルダ¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              システム情報

                           
                           	
                              msinfo32 /nfoの結果

                           
                        

                        
                           	
                              環境変数

                           
                           	
                              SETコマンドの結果

                           
                        

                        
                           	
                              レジストリ情報

                           
                           	
                              HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi以下のレジストリ

                           
                        

                        
                           	
                              HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Policies¥Microsoft¥Windows¥RemovableStorageDevices以下のレジストリ

                           
                        

                        
                           	
                              デバイス情報

                           
                           	
                              デバイスのプロパティ、状態

                           
                        

                        
                           	
                              ファイル情報

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 -
                                    Agentのインストール先フォルダ以下のサブフォルダおよびファイルの一覧
                              

                           
                        

                        
                           	
                              イベントログ

                           
                           	
                              アプリケーション、システム、セキュリティ

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               1.6.2　エージェントレスの機器の情報取得
               

               エージェントレスの機器のログ情報は、次のフォルダに格納されます。

               %SYSTEMDRIVE%:¥WINDOWS¥Hitachi¥Jp1Itdm¥Agentless¥Log

               ユーザーに、このフォルダに格納されているログファイルを任意のzip対応アーカイブツールを使用して圧縮していただきます。圧縮後、ユーザーにFTPなどを使用していただいて入手してください。

               なお、Windowsサーバでトラブルが発生した場合は、上記以外にWindowsのシステム情報とイベントログも入手してください。採取方法について説明します。

               
                  (1)　システム情報を採取する
                  

                  Windowsのシステム情報はmsinfo32.exeツールを利用して採取します。

                  
                     	
                        ［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択します。

                     

                     	
                        ［名前］に「msinfo32」を指定し、［OK］ボタンをクリックします。

                     

                     	
                        ［ファイル］メニューから［エクスポート］を選択し、システム情報をテキストファイルで保存します。

                     

                  

               
               
                  (2)　イベントログを採取する
                  

                  イベントビューアを使用して、アプリケーションログとシステムログを採取します。

                  
                     	
                        イベントビューアを起動します。

                     

                     	
                        ツリータブで、アプリケーションログを採取するときは［アプリケーション］、システムログを採取するときは［システム］を選択します。

                     

                     	
                        ［操作］メニューから［ログファイルの名前を付けて保存］を選択し、イベントログをevt形式で保存します。

                     

                     	
                        ［操作］メニューから［ログファイルの名前を付けて保存］を選択し、イベントログをtxt形式で保存します。

                     

                  

               
            
         
         
            1.7　データベースのバックアップの取得方法
            

            この節では、JP1/IT Desktop Management 2のデータベースのバックアップを取得する方法について説明します。なお、基本的には取得した情報の解析はしません。

            契約しているサポート窓口から指示があった場合、ユーザーにJP1/IT Desktop Management 2のデータベースのバックアップを取得していただきます。

            データベースのバックアップは、データベースマネージャを使用して取得します。管理用サーバで次の手順を実行してください。

            
               	
                  サーバのOSに、Administrator権限を持つユーザーでログインします。

               

               	
                  データベースマネージャを起動します。

                  ［スタート］−［すべてのプログラム］−［JP1_IT Desktop Management 2 -
                     Manager］−［ツール］−［データベースマネージャ］で、起動してください。
                  

               

               	
                  データベースマネージャ画面からメンテナンスにある［バックアップ］ボタンをクリックします。

               

               	
                  ［データベースのバックアップ］画面で、バックアップファイルを格納するフォルダを指定して、［実行］ボタンをクリックします。

               

            

            バックアップが完了すると、次に示すファイルが出力されます。

            
               	
                  jdnexport.info

               

               	
                  jdnexportdata.bak

               

               	
                  table.JP1/IT Desktop Management 2で定義した表名.exp.bin
                  

               

            

            ユーザーに、上記ファイルを任意のzip対応アーカイブツールを使用して圧縮していただきます。圧縮後、ユーザーにFTPなどを使用していただいて入手してください。

            なお、データベースのバックアップは、exportdbコマンドでも実行できます。

         
      
   
      
         2　出力されるログの解析

         
            この章では、JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの種類と出力形式、およびログの解析手順と解析事例について説明します。

         

         
            2.1　JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログ
            

            JP1/IT Desktop Management 2では、ユーザーの操作内容や各コンポーネントの処理などをログに記録しています。トラブルが発生した場合、ログを確認することで、トラブル発生時のユーザーの操作を調査したり、トラブルの原因を追究したりできます。

            この節では、JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの種類と出力形式について説明します。

            
               2.1.1　JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの種類
               

               この項では、JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの内容と、ファイル名称および出力先について説明します。

               JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの内容を次の表に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ログの種類

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              管理用サーバ

                           
                           	
                              公開メッセージログ※

                           
                           	
                              ユーザーがJP1/IT Desktop Management 2の動作状況を確認できる情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              構成変更に関する公開メッセージログファイル※

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2の構成の変更結果を確認できる情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              アカウントログ

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2へのログイン状況を確認できる情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              トレースログ、デバッグログ

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2が正常に動作しているときの処理状況、およびエラーが発生したときの処理状況を確認できる情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              ネットワーク監視用のコンピュータ、または利用者のコンピュータ

                           
                           	
                              トレースログ

                           
                           	
                              モジュールを実行したときの処理状況の結果が、実行したモジュールごとに出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              クラッシュダンプログ

                           
                           	
                              例外が発生したときに、モジュールからWindowsでサポートしているワトソンログと同等の情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              登録コマンドのログ

                           
                           	
                              ユーザーが登録コマンドの動作状況、および各コンポーネントの処理状態を確認できる情報が出力されます。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     公開メッセージログが本ドキュメントでの解析対象です。特に指示がないかぎり、公開メッセージログ以外は確認は不要です。

                  

               

               JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログのファイル名称と出力先について次の表に示します。
               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ログの種類

                           
                           	
                              ファイル名称

                           
                           	
                              出力先

                              （デフォルト）

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              管理用サーバ

                           
                           	
                              公開メッセージログ※1

                           
                           	
                              JDNMAINn.LOG※2

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              構成変更に関する公開メッセージログファイル※1

                           
                           	
                              JDNSTRCn.LOG※2

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              アカウントログ

                           
                           	
                              JDNACNTn.LOG※2

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥uCPSB¥CC¥server¥public¥ejb¥jp1dtnavi¥logs¥user¥jp1dtnavi¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              インストーラおよびセットアップのトレースログ、デバッグログ

                           
                           	
                              JDNINSmn.LOG※2※3

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              GUIのトレースログ、デバッグログ

                           
                           	
                              JDNGUImn.LOG※2※3

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥uCPSB¥CC¥server¥public¥ejb¥jp1dtnavi¥logs¥user¥jp1dtnavi¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              ユーティリティのトレースログ、デバッグログ

                           
                           	
                              JDNUTLmn.LOG※2※3

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              マネージャサービスのデバッグログ

                           
                           	
                              JDNMGSmn.LOG※2※3

                           
                        

                        
                           	
                              エージェント制御のデバッグログ

                           
                           	
                              JDNAGCmn.LOG※2※3

                           
                        

                        
                           	
                              ネットワーク監視用のコンピュータ、または利用者のコンピュータ

                           
                           	
                              トレースログ

                           
                           	
                              modulenamen.log※2

                           
                           	
                              
                                 	エージェントの場合

                                 	
                                    JP1/IT Desktop Management 2 -
                                          Agentのインストール先フォルダ¥log¥※4

                                 

                                 	管理用中継サーバ用のエージェントの場合

                                 	
                                    JP1/IT Desktop Management 2 -
                                          Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥log¥※5

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              クラッシュダンプログ

                           
                           	
                              modulenamen.dmp※2

                           
                        

                        
                           	
                              登録コマンドのログ

                           
                           	
                              JDNAGTMn.LOG※2

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     公開メッセージログが本ドキュメントでの解析対象です。特に指示がないかぎり、公開メッセージログ以外は確認は不要です。

                  

                  	注※2

                  	
                     nは、ログ番号を表します。1つのログファイルが満杯になると、次のログ番号のログファイルにログが出力されます。すべてのログファイルが満杯になると、最初のログファイルに戻ってログを上書きします。
                     

                  

                  	注※3

                  	
                     mは、ログの識別子を表します。1〜9、およびA〜Zから任意の1文字が割り当てられます。
                     

                  

                  	注※4

                  	
                     JP1/IT Desktop Management 2 - Agentのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。

                     %SystemDrive%¥Program Files¥HITACHI¥jp1itdma¥

                  

                  	注※5

                  	
                     JP1/IT Desktop Management 2
                        - Managerのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。
                     

                     %SystemDrive%¥Program Files (x86)¥hitachi¥jp1itdmm¥

                  

               

            
            
               2.1.2　JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの出力形式
               

               この項では、JP1/IT Desktop Management 2で出力される公開メッセージログの出力形式について説明します。
               

               公開メッセージログの出力形式
番号 日付 時刻 AP名 pid tid メッセージID メッセージテキスト
公開メッセージログの出力例
2541 2011/06/16 14:53:49.689     JP1ITDM         00000D9C 00001008 KDEX5014-W
探索実行中に一時的なエラーが発生したため、ノードの更新が行えません。
[要因]探索実行中に、サービス(JP1_ITDM_Agent Control)が開始していないか、ビジー状態である。
[処理]処理を続行する。
[対処]サービス(JP1_ITDM_Agent Control)の稼働状況を確認して、再度探索を実行する。
公開メッセージログの出力項目

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              出力項目

                           
                           	
                              出力内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              番号

                           
                           	
                              ログの通番が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              日付

                           
                           	
                              ログが出力された日付が「YYYY/MM/DD」形式で出力されます。
                              

                              
                                 	
                                    YYYY：西暦年
                                    

                                 

                                 	
                                    MM：月
                                    

                                 

                                 	
                                    DD：日
                                    

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              時刻

                           
                           	
                              ログが出力された時刻が「hh:mm:ss.sss」形式で出力されます。
                              

                              
                                 	
                                    hh：時
                                    

                                 

                                 	
                                    mm：分
                                    

                                 

                                 	
                                    ss.sss：秒、およびミリ秒
                                    

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              AP名

                           
                           	
                              アプリケーションを特定するための名称が、16バイト以内で出力されます。

                              JP1/IT Desktop Management 2の場合、"JP1ITDM"になります。

                           
                        

                        
                           	
                              pid

                           
                           	
                              ログを出力したプロセスIDが出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              tid

                           
                           	
                              ログを出力したスレッドIDが出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              メッセージID

                           
                           	
                              メッセージIDが出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              メッセージテキスト

                           
                           	
                              メッセージ本文が出力されます。

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            2.2　リモートコントロール機能で出力されるログ
            

            リモートコントロール機能を利用する場合に、コントローラおよびエージェントで出力できるログについて説明します。

            契約しているサポート窓口から指示があった場合、ユーザーにリモートコントロール機能で出力されるログを取得していただきます。なお、基本的には取得した情報の解析はしません。

            次の情報を取得します。

            
               	
                  リモートコントロール機能のログ

               

               	
                  ファイルアクセスのログ

               

               	
                  リモートコントロールプログラムの設定情報

               

            

            
               2.2.1　リモートコントロール機能のログ

               リモートコントロール機能使用時のログの出力先、出力形式、および出力情報について説明します。

               リモートコントロールプログラムとの接続状態や、リモートコントロールモードなどの基本的な動作情報はログファイルで確認できます。ログは、コントローラの場合はjdngrchstctr.log、エージェントの場合はjdngrchstagt.logに出力されます。
               

               
                  (1)　ログの出力先

                  ログ情報の出力先は次のとおりです。

                  
                     	コントローラ

                     	
                        %ProgramFiles%※¥Hitachi¥jp1itdmrcm¥log¥jdngrchstctr.log

                     

                     	エージェント

                     	
                        リモコンエージェントのインストール先フォルダ¥log¥jdngrchstagt.log

                        リモコンエージェントのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。

                        %ProgramFiles%※¥Hitachi¥jp1itdma

                     

                  

                  注※　64bit OSの場合は%ProgramFiles(x86)%です。
                  

               
               
                  (2)　ログの出力形式
                  

                  リモートコントロール機能使用時のログの出力形式を、出力例を使って説明します。

                  リモートコントロール機能使用時のログの出力例（コントローラ）

                  [image: [図データ]]

                  カウンタ部

                  ログの最終出力行番号が表示されます。例えば、「DATA COUNT
                        0110」では、「0110」がログの最終出力行番号を表しています。
                  

                  ログ情報部

                  ログ情報部は、2行目以降に設定されます。ログの行番号、ログ出力日時、ログ情報などで構成されています。形式を次に示します。

                  
                     	出力形式

                     	XXXX YYYY/MM/DD hh:mm:ss:nnn ログ種別 IPアドレス ログ情報

                           	XXXX

                           	
                              行番号を0001〜9999の値で表します。1〜4カラム目に設定されています。
                              

                           

                           	YYYY/MM/DD

                           	
                              日付を表します。7〜16カラム目に設定されます。

                           

                           	hh:mm:ss:nnn

                           	
                              時刻を表します。nnnはミリ秒を示します。18〜29カラム目に設定されます。

                           

                           	ログ種別

                           	
                              ログの種類を表します。33〜43カラム目に設定されます。

                              Information：情報を表します。
                              

                              Warning：警告を表します。
                              

                              Error：エラーを表します。
                              

                           

                           	IPアドレス

                           	
                              45〜60カラム目に設定されます。

                           

                           	ログ情報

                           	
                              62〜161カラム目に設定されます（99文字）。ログ情報が99文字に満たない場合は、スペースを設定して99文字の情報として出力されます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　ログ出力情報
                  

                  コントローラで出力されるログ情報の内容と、エージェントで出力されるログ情報の内容を表に示します。

                  コントローラのログ出力情報とメッセージ

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 情報の種類

                              
                              	
                                 ログ情報の内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 接続開始

                              
                              	
                                 Connect Start. Agent Hostname =ホスト名またはIPアドレス,

                                 Port =ポート番号

                              
                           

                           
                              	
                                 接続終了

                              
                              	
                                 Connect Shutdown Request.

                              
                           

                           
                              	
                                 再接続

                              
                              	
                                 Connect Restart. Port =ポート番号

                              
                           

                           
                              	
                                 接続失敗

                              
                              	
                                 Connect Error Occurred.

                                 Error Code =エラーコード(エラー簡略説明)

                              
                           

                           
                              	
                                 認証失敗（許可マネージャ）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. Controller Not Permit

                              
                           

                           
                              	
                                 認証失敗（ユーザー認証）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. User (ユーザー名※) Authentication Failed
                                    (エラー簡略説明)
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 高速化オプション

                              
                              	
                                 HighSpeedOption {Request|Change}.
                                    CompOption={Yes|No}, CompSize=サイズ, PollingTime=ミリ秒,
                                    FlowControl={Yes|No}
                                 

                                 HighSpeedOption {Request|Change}.
                                    WallpaperOption={Yes|No},
                                    AnimationOption={Yes|No},
                                    DragOption={Yes|No}
                                 

                                 HighSpeedOption {Request|Change}.
                                    BitmapCache={Yes|No}, UseLocalFont={Yes|No}, 
                                 

                                 ConvertBitmapColor={monochrome|16 Colors|256
                                    Colors}
                                 

                                 HighSpeedOption {Request|Change}. ActiveDesktop =
                                    {Yes|No}
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 リモートコントロールモード

                              
                              	
                                 RemoteControlMode {Request|Change}.
                                    Request={View|Shared|Exclusive},
                                 

                                 Response={View|Shared|Exclusive}
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 シャットダウンボタン

                              
                              	
                                 Agent Shutdown Request.

                              
                           

                           
                              	
                                 リブートボタン

                              
                              	
                                 Agent Reboot Request.

                              
                           

                           
                              	
                                 Ctrl+Alt+Deleteボタン

                              
                              	
                                 Ctrl+Alt+Delete Request.

                              
                           

                           
                              	
                                 回線切断／障害

                              
                              	
                                 Socket Error(エラー関数) Occurred.

                                 Error Code=エラーコード(エラー簡略説明)

                              
                           

                           
                              	
                                 エージェントユーザーによる接続拒否（手動）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. Connection was rejected by Agent user.

                              
                           

                           
                              	
                                 エージェントユーザーによる接続拒否（自動）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. No response from the Agent user.

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        波括弧（{ }）で囲まれた個所は、設定や接続の状況に従って縦線（|）で区切られた項目のうちのどれかが出力されます。
                        

                     

                     	注※

                     	
                        コントローラで入力したユーザー名が出力されます。

                     

                  

                  エージェントのログ出力情報とメッセージ

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 情報の種類

                              
                              	
                                 ログ情報の内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 接続開始

                              
                              	
                                 Connect Start. Port =ポート番号

                              
                           

                           
                              	
                                 接続終了

                              
                              	
                                 Connect Shutdown.

                              
                           

                           
                              	
                                 接続失敗

                              
                              	
                                 Connect Error Occurred. Error Code =エラーコード

                              
                           

                           
                              	
                                 認証成功（許可マネージャ）

                              
                              	
                                 Controller (ホスト名またはIPアドレス)※1 Authentication
                                    Success.
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 認証失敗（許可マネージャ）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. Controller Not Permit

                              
                           

                           
                              	
                                 認証成功（ユーザー認証）

                              
                              	
                                 User (ユーザー名※2) Authentication Success.
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 認証失敗（ユーザー認証）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. User (ユーザー名※2) Authentication Failed
                                    (エラー簡略説明)
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 高速化オプション

                              
                              	
                                 HighSpeedOption Receive. CompOption={Yes|No}, CompSize=サイズ,
                                    PollingTime=ミリ秒, FlowControl={Yes|No}
                                 

                                 HighSpeedOption Receive. WallpaperOption={Yes|No},
                                    AnimationOption=Yes, DragOption={Yes|No}
                                 

                                 HighSpeedOption Receive. BitmapCache={Yes|No},
                                    UseLocalFont={Yes|No},
                                    ConvertBitmapColor={monochrome|16 Colors|256
                                    Colors}
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 リモートコントロールモード

                              
                              	
                                 RemoteControlMode Receive. Request =
                                    {View|Shared|Exclusive},
                                 

                                 Response={View|Shared|Exclusive}
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 シャットダウンボタン

                              
                              	
                                 Agent Shutdown Receive.

                              
                           

                           
                              	
                                 リブートボタン

                              
                              	
                                 Agent Reboot Receive.

                              
                           

                           
                              	
                                 Ctrl+Alt+Deleteボタン

                              
                              	
                                 Ctrl+Alt+Delete Receive.

                              
                           

                           
                              	
                                 回線切断／障害

                              
                              	
                                 Socket Error(エラー関数) Occurred.

                                 Error Code =エラーコード(エラー簡略説明)

                              
                           

                           
                              	
                                 エージェントユーザーによる接続拒否（手動）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. Connection was rejected by Agent user.

                              
                           

                           
                              	
                                 エージェントユーザーによる接続拒否（自動）

                              
                              	
                                 Connect Refuse. No response from the Agent user.

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        波括弧（{ }）で囲まれた個所は、設定や接続の状況に従って縦線（|）で区切られた項目のうちのどれかが出力されます。
                        

                     

                     	注※1

                     	
                        ホスト名で接続を許可した場合はホスト名、IPアドレスで接続を許可した場合はIPアドレスが出力されます。

                     

                     	注※2

                     	
                        コントローラで入力したユーザー名が出力されます。

                     

                  

               
            
            
               2.2.2　リモートコントロール時のファイルアクセスのログ
               

               ［ファイル転送］ウィンドウでのファイルアクセスのログの出力先、出力形式、および出力情報について説明します。

               ファイルのコピー、削除、フォルダの作成など、操作の履歴をログファイルで確認できます。ログは、コントローラの場合はjdngrchstcft.log、エージェントの場合はjdngrchstsft.logに出力されます。
               

               
                  (1)　ログの出力先

                  ファイルアクセスのログ情報の出力先は次のとおりです。

                  なお、コントローラにはエージェントのログ情報も出力されます。

                  
                     	コントローラ

                     	
                        %ProgramFiles%※¥Hitachi¥jp1itdmrcm¥log¥jdngrchstctr.log

                     

                     	エージェント

                     	
                        リモコンエージェントのインストール先フォルダ¥log¥jdngrchstsft.log

                        リモコンエージェントのデフォルトのインストール先フォルダは、次のとおりです。

                        %ProgramFiles%※¥Hitachi¥jp1itdma

                     

                  

                  注※　64bit OSの場合は%ProgramFiles(x86)%です。
                  

               
               
                  (2)　ログの出力形式
                  

                  ファイルアクセスのログの出力形式を、出力例を使って説明します。

                  ファイルアクセスのログの出力例（コントローラ、エージェント共通）

                  [image: [図データ]]

                  カウンタ部

                  ログの最終出力行番号が表示されます。例えば、「DATA COUNT
                        0006」では、「0006」がログの最終出力行番号を表しています。
                  

                  ログ情報部

                  2行目以降がログ情報部です。ログ情報部は、CSV形式で出力され、ログの行番号、ログ出力日時、操作やオブジェクト名などを含む14項目で構成されています。形式を次に示します。

                  
                     	出力形式

                     	
                        [image: [図データ]]

                        
                           	XXXX

                           	
                              行番号を0001〜9999の値で示します。
                              

                           

                           	YYYY/MM/DD hh:mm:ss:nnn

                           	
                              操作した、または操作された日時です。

                              YYYY/MM/DDは日付を、hh:mm:ss:nnnは時刻を表します。nnnはミリ秒を表します。

                           

                           	操作

                           	
                              操作の種類です。表示される項目については、「(3)　ログ出力情報」を参照してください。
                              

                           

                           	オブジェクト種別

                           	
                              操作した、または操作されたオブジェクトの種別です。

                              ・D：フォルダを表します。
                              

                              ・F：ファイルを表します。
                              

                              ・Unknown：オブジェクト種別が認識できないことを表します。
                              

                           

                           	オブジェクト名

                           	
                              操作した、または操作されたオブジェクト名です。

                           

                           	要求元の情報

                           	
                              オブジェクトを操作した側の情報です。項番6〜9に該当します。

                              ・IPアドレス（またはホスト名※）
                              

                              ・対象フォルダ

                              ・属性

                              ・ユーザー名

                           

                           	受付先の情報

                           	
                              オブジェクトを操作された側の情報です。項番10〜13に該当します。

                              ・IPアドレス（またはホスト名※）
                              

                              ・対象フォルダ

                              ・属性

                              ・ユーザー名

                           

                           	詳細

                           	
                              接続時は、リモートコントロールの認証ユーザーが出力されます。アクセス中にエラーが発生した場合は、システムエラーコードが出力されます。

                           

                        

                     

                     	注※

                     	
                        コントローラがエージェントのホスト名を指定して接続した場合、名前解決に失敗したときはホスト名が出力されます。

                     

                  

               
               
                  (3)　ログ出力情報

                  ログ情報部の「操作」に表示される項目のアルファベット順に、対応するログの種類を次の表に示します。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 ログの種類

                              
                              	
                                 意味

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 attributes changed

                              
                              	
                                 属性の変更

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの属性の変更が完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 attributes changing

                              
                              	
                                 属性の変更

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの属性の変更を開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 canceled※

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       ファイルの転送

                                    

                                    	
                                       ファイルの削除

                                    

                                    	
                                       フォルダの作成

                                    

                                    	
                                       名前の変更

                                    

                                    	
                                       属性の変更

                                    

                                 

                              
                              	
                                 操作を中止した。

                              
                           

                           
                              	
                                 connected

                              
                              	
                                 接続/切断

                              
                              	
                                 接続した。

                              
                           

                           
                              	
                                 copied

                              
                              	
                                 ファイルの転送

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダのコピーが完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 copying

                              
                              	
                                 ファイルの転送

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダのコピーを開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 created

                              
                              	
                                 フォルダの作成

                              
                              	
                                 フォルダの作成が完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 creating

                              
                              	
                                 フォルダの作成

                              
                              	
                                 フォルダの作成を開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 deleted

                              
                              	
                                 ファイルの削除

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの削除が完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 deleting

                              
                              	
                                 ファイルの削除

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの削除を開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 disconnected

                              
                              	
                                 接続/切断

                              
                              	
                                 切断した。

                              
                           

                           
                              	
                                 error※

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       ファイルの転送

                                    

                                    	
                                       ファイルの削除

                                    

                                    	
                                       フォルダの作成

                                    

                                    	
                                       名前の変更

                                    

                                    	
                                       属性の変更

                                    

                                 

                              
                              	
                                 エラーが発生した。

                              
                           

                           
                              	
                                 moved

                              
                              	
                                 ファイルの転送

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの移動が完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 moving

                              
                              	
                                 ファイルの転送

                              
                              	
                                 ファイルまたはフォルダの移動を開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 renamed

                              
                              	
                                 名前の変更

                              
                              	
                                 ファイル名またはフォルダ名の変更が完了した。

                              
                           

                           
                              	
                                 renaming

                              
                              	
                                 名前の変更

                              
                              	
                                 ファイル名またはフォルダ名の変更を開始した。

                              
                           

                           
                              	
                                 warning※

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       ファイルの転送

                                    

                                    	
                                       ファイルの削除

                                    

                                 

                              
                              	
                                 警告が発生したことを示す。

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　「canceled」「error」「warning」に対応するログの種類は、これらの直前に出力された操作のログの種類となります。

                  各ログで表示される内容の詳細については、次の説明を参照してください。なお、行番号と日時は省略しています。

                  「接続/切断」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       Connected

                                    
                                    	
                                       受付先（要求元）と接続した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       disconnected

                                    
                                    	
                                       受付先（要求元）と切断した。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        情報は出力されません。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        情報は出力されません。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              接続または切断を要求した側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              接続を要求した側のログオンユーザー名です。切断時は、情報は出力されません。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              接続または切断を受け付けた側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              接続を受け付けた側のログオンユーザー名です。切断時は、情報は出力されません。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        ユーザー認証機能を使用して接続した場合、ユーザー名が出力されます。

                     

                  

                  「ファイルの転送」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       Copying

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送（コピー）を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Moving

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送（移動）を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Copied

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送（コピー）が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Moved

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送（移動）が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Error

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送中にエラーが発生した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Canceled

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送を中止した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Warning

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの転送中に、転送先で同じオブジェクトが存在した（オブジェクトの上書きを確認した）。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        「D」（フォルダ）、または「F」（ファイル）が出力されます。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        転送するオブジェクト名です。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              転送を要求した側（送信元）のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              転送を要求した側（送信元）のパス（「オブジェクト名」の上位パス）です。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              転送を要求した側（送信元）のログオンユーザー名です。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              転送を受け付けた側（受信先）のIPアドレスまたはホスト名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じIPアドレスまたはホスト名になります。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              転送を受け付けた側（受信先）のパス（「オブジェクト名」の上位パス）です。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              転送を受け付けた側（受信先）のログオンユーザー名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じユーザー名になります。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        「操作」に出力された項目が「error」のときは、システムエラーコードが出力されます。「warning」のときは、「80」（ファイルが存在する）が出力されます。「error」と「warning」以外では、情報は出力されません。

                     

                  

                  なお、［ファイル転送状況］ダイアログに「準備中」と表示されているときにエラーが発生すると、エラーメッセージが表示されます。ただし、ログにエラーは出力されません。また、ファイル転送時に該当するファイルが存在しない場合もエラーは出力されません。

                  「ファイルの削除」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       Deleting

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの削除を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Deleted

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの削除が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Error

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトを削除中にエラーが発生した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Canceled

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトの削除を中止した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Warning

                                    
                                    	
                                       1つのオブジェクトを削除中に、読み取り専用のファイルが存在した。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        「D」（フォルダ）、または「F」（ファイル）が出力されます。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        削除するオブジェクト名です。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              削除を要求した側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              削除を要求した側のログオンユーザー名です。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              削除を受け付けた側のIPアドレスまたはホスト名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じIPアドレスまたはホスト名になります。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              削除元のパス（「オブジェクト名」の上位パス）です。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              削除を受け付けた側のログオンユーザー名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じユーザー名になります。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        「操作」に出力された項目が「error」のときはシステムエラーコードが出力されます。「warning」のときは、「read
                           only」（読み取り専用のファイルが存在する）が出力されます。「error」と「warning」以外では、情報は出力されません。
                        

                     

                  

                  なお、［ファイル削除状況］ダイアログに「準備中」と表示されているときにエラーが発生すると、エラーメッセージが表示されますが、ログにエラーは出力されません。また、ファイル削除時に該当するファイルが存在しない場合もエラーは出力されません。

                  「フォルダの作成」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       Creating

                                    
                                    	
                                       フォルダの作成を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Created

                                    
                                    	
                                       フォルダの作成が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Error

                                    
                                    	
                                       フォルダの作成中にエラーが発生した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Canceled

                                    
                                    	
                                       フォルダの作成を中止した。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        「D」（フォルダ）が出力されます。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        作成するフォルダ名です。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              フォルダの作成を要求した側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              フォルダの作成を要求した側のログオンユーザー名です。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              フォルダの作成を受け付けた側のIPアドレスまたはホスト名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じIPアドレスまたはホスト名になります。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              フォルダ作成元のパス（「オブジェクト名」の上位パス）です。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              フォルダの作成を受け付けた側のログオンユーザー名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じユーザー名になります。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        「操作」に出力された項目が「error」のときは、システムエラーコードが出力されます。「error」以外では、情報は出力されません。

                     

                  

                  「名前の変更」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       Renaming

                                    
                                    	
                                       名前の変更を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Renamed

                                    
                                    	
                                       名前の変更が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Error

                                    
                                    	
                                       名前の変更中にエラーが発生した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Canceled

                                    
                                    	
                                       名前の変更を中止した。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        「D」（フォルダ）、または「F」（ファイル）が出力されます。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        名前を変更するオブジェクト名です。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              名前の変更を要求した側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              名前を変更したあとのパスです。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              名前の変更を要求した側のログオンユーザー名です。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              名前の変更を受け付けた側のIPアドレスまたはホスト名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じIPアドレスまたはホスト名になります。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              名前を変更する前のパスです。

                           

                           	属性

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	ユーザー名

                           	
                              名前の変更を受け付けた側のログオンユーザー名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じユーザー名になります。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        「操作」に出力された項目が「error」のときは、システムエラーコードが出力されます。「error」以外では、情報は出力されません。

                     

                  

                  なお、次に示す操作はウィンドウ上にエラーメッセージが表示されますが、ログにエラーは出力されません。

                  
                     	
                        変更後の名前に何も入力しないで、名前の変更を実行した場合

                     

                     	
                        変更後の名前に半角で255文字を超える文字を入力して、名前の変更を実行した場合

                     

                     	
                        変更後の名前に次に示す記号を入力し、名前の変更を実行した場合

                        「¥」「/」「:」「,」「;」「*」「"」「<」「>」「|」
                        

                     

                  

                  「属性の変更」のログ

                  
                     	操作

                     	
                        出力される項目を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       意味

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       attributes changing

                                    
                                    	
                                       属性の変更を開始した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       attributes changed

                                    
                                    	
                                       属性の変更が完了した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       error

                                    
                                    	
                                       属性の変更中にエラーが発生した。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       canceled

                                    
                                    	
                                       属性の変更を中止した。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	オブジェクト種別

                     	
                        「D」（フォルダ）、または「F」（ファイル）が出力されます。

                     

                     	オブジェクト名

                     	
                        属性を変更するオブジェクト名です。

                     

                     	要求元の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              属性の変更を要求した側のIPアドレス（またはホスト名）です。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              情報は出力されません。

                           

                           	属性

                           	
                              変更後の属性のコードです。出力されるコードの意味を次に示します。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             コード

                                          
                                          	
                                             コードの意味

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             A

                                          
                                          	
                                             アーカイブ

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             C

                                          
                                          	
                                             圧縮

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             H

                                          
                                          	
                                             隠しファイル

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             R

                                          
                                          	
                                             読み取り専用

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             S

                                          
                                          	
                                             システム

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                           	ユーザー名

                           	
                              属性の変更を要求した側のログオンユーザー名です。

                           

                        

                     

                     	受付先の情報

                     	
                        
                           	ホスト名

                           	
                              属性の変更を受け付けた側のIPアドレスまたはホスト名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じIPアドレスまたはホスト名になります。

                           

                           	対象フォルダ

                           	
                              属性の変更元のパス（「オブジェクト名」の上位パス）です。

                           

                           	属性

                           	
                              変更前の属性のコードです。出力されるコードの意味を次に示します。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             コード

                                          
                                          	
                                             コードの意味

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             A

                                          
                                          	
                                             アーカイブ

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             C

                                          
                                          	
                                             圧縮

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             H

                                          
                                          	
                                             隠しファイル

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             R

                                          
                                          	
                                             読み取り専用

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             S

                                          
                                          	
                                             システム

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                           	ユーザー名

                           	
                              属性の変更を受け付けた側のログオンユーザー名です。コントローラでローカルに操作した場合は、要求元の情報と同じユーザー名になります。

                           

                        

                     

                     	詳細

                     	
                        「操作」に出力された項目が「error」のときはシステムエラーコードが出力されます。「error」以外では、情報は出力されません。

                     

                  

               
               
                  (4)　ファイルアクセスのログの出力例

                  ファイルアクセスのログの出力例を示します。この例では、コントローラとエージェントをそれぞれ次のように定義します。

                  
                     	コントローラ

                     	
                        
                           	
                              IPアドレス：10.100.100.1

                           

                           	
                              ログオンユーザー名：Admin

                           

                        

                     

                     	エージェント

                     	
                        
                           	
                              IPアドレス：10.100.100.2

                           

                           	
                              ログオンユーザー名：User

                           

                        

                     

                  

                  また、コントローラとエージェントで次のように操作したとします。

                  
                     	
                        コントローラの「D:¥Temp」にある「ABC.txt」をコントローラの「C:¥temp」へ移動した。

                     

                     	
                        コントローラの「C:¥temp」にある「ABC.txt」をエージェントの「D:¥Temp」へコピーした。

                     

                     	
                        コントローラの「C:¥temp」にある「ABC.txt」をエージェントの「A:」へコピーしようとしたが失敗した（エラーが発生したあとに操作をキャンセルした（エラーコード：21））。

                     

                  

                  次に、この例で出力されるファイルアクセスのログを示します。

                  コントローラ側で出力されるファイルアクセスのログの例

                  [image: [図データ]]

                  エージェント側で出力されるファイルアクセスのログの例

                  [image: [図データ]]

               
            
            
               2.2.3　リモートコントロールプログラムの設定情報

               レジストリからリモートコントロールプログラムの設定情報が採取できます。採取方法を次に示します。

               
                  	
                     ［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択します。

                  

                  	
                     ［名前］に「regedit」と入力し、［OK］ボタンをクリックします。

                     レジストリエディタが起動します。

                  

                  	
                     製品に対応したキーを選択します。

                     製品に対応するキーは、次のとおりです。

                     
                        	リモートコントロールマネージャ機能の場合

                        	
                           HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥JP1/IT Desktop Management -
           RC Manager

                           64bit
                              OSの場合、「¥HITACHI」が「¥Wow6432Node¥Hitachi」になります。
                           

                        

                     

                     
                        	リモートコントロールエージェント機能の場合

                        	
                           HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥JP1/IT Desktop Management -
           RC Agent

                           64bit
                              OSの場合、「¥HITACHI」が「¥Wow6432Node¥Hitachi」になります。
                           

                        

                     

                  

                  	
                     ［ファイル］−［エクスポート］メニューを選択します。

                  

                  	
                     リモートコントロールプログラムの設定情報の出力先ファイルを指定し、［保存］ボタンをクリックします。

                  

               

               指定したファイルに、リモートコントロールプログラムの設定情報が出力されます。

            
         
         
            2.3　ログの解析
            

            この節では、ログの解析方法について説明します。

            
               2.3.1　タイムゾーンの確認
               

               ログを解析する前に、ログを取得したコンピュータとシステム管理者が操作しているコンピュータのタイムゾーンを確認してください。ログに出力される日時とJP1/IT Desktop Management 2のブラウザに表示される日時は、次のタイムゾーンに従います。

               
                  	ログに出力される日時

                  	
                     ログを取得したコンピュータのタイムゾーンに従います。

                  

                  	JP1/IT Desktop Management 2のブラウザに表示される日時

                  	
                     システム管理者が操作しているコンピュータ（ブラウザを表示するコンピュータ）のタイムゾーンに従います。

                  

               

               ログを取得したコンピュータとシステム管理者が操作しているコンピュータのタイムゾーンが一致していない場合は、タイムゾーンの差を考慮してログを解析する必要があります。

            
            
               2.3.2　圧縮ファイルの展開
               

               この項では、ログの解析を行うための圧縮ファイルの展開方法について説明します。

               イベントログファイル、および公開メッセージログファイルは、getlogsコマンドで取得した圧縮ファイル（tsinf_1st.dat）に格納されています。そのため、圧縮ファイルを展開して、イベントログファイル、および公開メッセージログファイルを入手する必要があります。圧縮ファイルの展開方法を、次に示します。なお、圧縮ファイル（tsinf_2nd.dat）も同じ方法で展開できます。

               
                  	
                     tsinf_1st.datのファイル名を、tsinf_1st.zipに変更してください。

                  

                  	
                     tsinf_1st.zipを、任意のzip対応アーカイブツールを使用して展開してください。tsinf_1st.zipを展開すると、tsinf_1st.exeを取得できます。

                  

                  	
                     tsinf_1st.exeを実行してください。実行すると、getlogsコマンドで収集したログファイル（一次用ファイル）が展開されます。

                  

               

               圧縮ファイル（tsinf_1st.dat）を入手できない場合は、「2.1.1　JP1/IT Desktop Management 2で出力されるログの種類」のJP1/IT Desktop Management 2で出力されるログのファイル名称と出力先の表を参照して、JP1/IT Desktop Management 2のログを入手してください。
               

            
            
               2.3.3　ログの解析の手順
               

               圧縮ファイルを展開後、イベントログファイル（event.txt）および公開メッセージログファイル（JDNMAINn.LOG）を解析します。
               

               まず、イベントログファイル（event.txt）を解析します。
               

               
                  	
                     トラブルに関連するログを探します。

                     トラブルが発生した日時付近のログを確認して、トラブルに関連するログを探します。

                  

                  	
                     ログの詳細を調べます。

                     手順1で発見したログの詳細を調べます。ログに、要因および対処が記載されている場合は、それに従って対処してください。

                  

               

               次に、公開メッセージログファイル（JDNMAINn.LOG）を解析します。
               

               
                  	
                     トラブルに関連するログを探します。

                     次に示すようなログを重点的に確認して、トラブルに関連するログを探します。

                     
                        	
                           トラブルが発生した日時付近のログ

                        

                        	
                           トラブルに関連する機器の情報（機器名、IPアドレスなど）を含むログ

                        

                     

                  

                  	
                     メッセージの詳細を調べます。

                     手順1で発見したログのメッセージの詳細を調べます。マニュアル「JP1/IT Desktop Management 2
                        メッセージ」のメッセージ一覧の説明を参照して、該当するメッセージIDの要因を確認します。
                     

                     メッセージIDの要因を確認しても原因を特定できない場合は、別の公開メッセージログを解析します。

                     
                        	ログを解析するときのポイント
                        

                        	
                           JP1/IT Desktop Management 2が実行した、管理対象の機器との接続や情報の取得が、正常にできている日時から正常にできなくなった日時までの間のログで、トラブルの要因となったプロセスが発生していないかどうかを確認します。

                        

                     

                  

               

               公開メッセージログファイルを解析しても要因を特定できない場合は、トラブルの原因がJP1/IT Desktop Management 2以外にあることが考えられます。そのため、管理対象の機器やネットワークなどにトラブルが発生していないかどうかを確認します。

            
         
         
            2.4　ログの解析事例
            

            この節では、次の表に示すトラブルの事例を挙げ、ログの解析およびファイル調査の具体的な手順について説明します。
            

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           トラブルの事例

                        
                        	
                           参照先

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           Active Directoryサーバが管理しているコンピュータの情報を取得できなくなった

                        
                        	
                           2.4.1　事例1：Active Directoryサーバが管理しているコンピュータの情報を取得できなくなった

                        
                     

                     
                        	
                           更新プログラムの一覧が自動更新されたことを通知するメールが来なくなった

                        
                        	
                           2.4.2　事例2：更新プログラムの一覧が自動更新されたことを通知するメールが来なくなった

                        
                     

                     
                        	
                           MDMサーバが管理しているスマートデバイスの情報を取得できなくなった

                        
                        	
                           2.4.3　事例3：MDMサーバが管理しているスマートデバイスの情報を取得できなくなった

                        
                     

                     
                        	
                           エージェントのインストール時にインストールエラーダイアログが表示された

                        
                        	
                           2.4.4　事例4：エージェントのインストール時にインストールエラーダイアログが表示された

                        
                     

                     
                        	
                           ネットワーク制御リストに機器の情報が登録されなくなった

                        
                        	
                           2.4.5　事例5：ネットワーク制御リストに機器の情報が登録されなくなった

                        
                     

                     
                        	
                           許可していないUSBデバイスが使用できるようになった

                        
                        	
                           2.4.6　事例6：許可していないUSBデバイスが使用できるようになった

                        
                     

                  
               

            
            
               2.4.1　事例1：Active Directoryサーバが管理しているコンピュータの情報を取得できなくなった

               
                  (1)　現象

                  今まで正常に取得できていた、Active Directoryサーバが管理しているコンピュータの情報、および組織の情報が取得できなくなりました。

                  この現象からは、イベント画面のイベント一覧上で、設定画面の［他システムとの接続］−［Active
                     Directoryの設定］に誤りがあることが推測できます。ここでは、実際にログ解析をして［Active Directoryの設定］に誤りがあるかどうかを確かめます。
                  

               
               
                  (2)　要因

                  JP1/IT Desktop Management 2の［Active Directoryの設定］で設定したパスワードが、Active Directoryサーバのパスワードと不一致になりました。
                  

               
               
                  (3)　調査方法

                  
                     	
                        公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析する前に、次の情報をユーザーから入手します。
                        

                        ［イベント一覧］にあるActive Directoryサーバとの接続に失敗した日時（イベント画面の［イベント］−［イベント一覧］を選択）

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、イベントログ（event.txt）を解析します。

                        event.txtを解析して、キーにした日時付近に、発生したトラブルに関連するログが出力されていないかどうかを確認します。

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析します。
                        

                        JDNMAINn.logを解析して、キーにした日時付近に、発生したトラブルに関連するログが出力されていないかどうかを確認します。
                        

                        この事例では、キーにした日時付近に、次のログが出力されています。

                        0216 2012/05/22 09:21:55.136 JP1ITDM 0000111C 00000A78 KDEX5362-E
                              Active Directory サーバとの接続に失敗しました。Active Directory
                              サーバとの接続認証に失敗しました。エラーコード=エラーコード、ホスト名=ホスト名、ポート番号=ポート番号、接続アカウント=接続アカウント、取り込みルートパス=取り込みルートパス
                              [要因]Active Directory の設定画面で設定した接続アカウント、またはパスワードに誤りがある。 [処理]機器情報および組織情報の取得を中止する。 [対処]Active
                              Directory の設定画面で設定した接続アカウント、およびパスワードを確認する。Active Directory サーバに接続できるかどうか確認する場合は、Active
                              Directory サーバへのテスト接続を実施する。

                        ログに記載されている、［要因］、［処理］、および［対処］の内容をそれぞれ確認してください。

                     

                     	
                        対処方法をユーザーに回答します。

                        ［対処］に記載されている対処方法を実施するよう、ユーザーに回答してください。

                        この事例では、ログから、［Active Directoryの設定］で設定したパスワードが誤っていることがわかります。［Active
                           Directoryの設定］で設定したパスワードが正しいかどうかを確認するよう依頼してください。設定内容を確認後、Active Directoryサーバに接続するよう依頼してください。
                           
                        

                     

                  

               
            
            
               2.4.2　事例2：更新プログラムの一覧が自動更新されたことを通知するメールが来なくなった

               
                  (1)　現象

                  更新プログラムの一覧が自動更新されたことを通知するメールが来なくなりました。

                  この現象からは、イベント画面のイベント一覧上で、設定画面の［他システムとの接続］−［サポートサービスの設定］に誤りがあるため、今まで接続できていたサポートサービスサイトに接続できなくなったことが推測できます。ここでは、実際にログ解析をして［サポートサービスの設定］に誤りがあるかどうかを確かめます。

               
               
                  (2)　要因

                  プロキシサーバの変更後、JP1/IT Desktop Management 2の［サポートサービスの設定］で設定したプロキシサーバの情報が古いままのため、使用しているプロキシサーバの情報と不一致になりました。 
                  

               
               
                  (3)　調査方法

                  
                     	
                        公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析する前に、次の情報をユーザーから入手します。
                        

                        ［イベント一覧］にあるサポートサービスサイトとの接続に失敗した日時（イベント画面の［イベント］−［イベント一覧］を選択）

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、イベントログ（event.txt）を解析します。

                        event.txtを解析して、キーにした日時付近に、発生したトラブルに関連するログが出力されていないかどうかを確認します。

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析します。
                        

                        JDNMAINn.logを解析して、キーにした日時付近に、発生したトラブルに関連するログが出力されていないかどうかを確認します。
                        

                        この事例では、キーにした日時付近に、次のログが出力されています。

                        0156 2012/06/23 16:04:10.679 JP1ITDM 0000119C 00001710 KDEX5367-E
                              サポートサービスへの接続に失敗しました。サポートサービスのURL、またはプロキシサーバの設定が不正です。エラーコード=エラーコード[要因]サポートサービスの設定画面で設定したURLまたはプロキシサーバの設定に誤りがある。[処理]サポートサービスへの接続を中止する。[対処]サポートサービスの設定画面で、URLおよびプロキシサーバの設定を確認する。サポートサービスに接続できるかどうかを確認する場合は、サポートサービスへの接続テストを実施する。

                        ログに記載されている、［要因］、［処理］、および［対処］の内容をそれぞれ確認してください。

                     

                     	
                        対処方法をユーザーに回答します。

                        ［対処］に記載されている対処方法を実施するよう、ユーザーに回答してください。

                        この事例では、ログから、［サポートサービスの設定］で設定した情報に誤りがあることがわかります。以前はサポートサービスサイトに接続できていたことから、プロキシサーバの情報に誤りがあることが推測できます。

                        ［サポートサービスの設定］で設定したプロキシサーバの情報が正しいかどうかを確認するよう依頼してください。設定内容を確認後、接続テストを実施するよう依頼してください。

                     

                  

               
            
            
               2.4.3　事例3：MDMサーバが管理しているスマートデバイスの情報を取得できなくなった

               
                  (1)　現象

                  今まで正常に取得できていた、MDMサーバが管理しているコンピュータの情報、および組織の情報が取得できなくなりました。
                  

                  この現象からは、設定画面の［他システムとの接続］−［MDM連携の設定］のMDMサーバ情報で設定した内容に誤りがあることが推測できます。ここでは、実際にログ解析をして、誤りがあるかどうかを確かめます。

               
               
                  (2)　要因

                  JP1/IT Desktop Management 2の［MDM連携の設定］で設定したパスワードが、 MDMサーバのパスワードと不一致になりました。
                  

               
               
                  (3)　調査方法

                  
                     	
                        公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析する前に、次の情報をユーザーから入手します。
                        

                        ［イベント一覧］にあるMDMサーバとの接続に失敗した日時（イベント画面の［イベント］−［イベント一覧］を選択）

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、イベントログ（event.txt）を解析します。

                        event.txtを解析して、キーにした日時付近に、発生したトラブルに関連するログが出力されていないかどうかを確認します。

                     

                     	
                        手順1で入手した日時をキーにして、公開メッセージログ（JDNMAINn.log）を解析します。
                        

                        この事例では、キーにした日時付近に、次のログが出力されています。

                        0172 2012/05/22 09:22:22.222 JP1ITDM 00000EF0 00001428 KDEX5427-E
                              MDMシステムとの機器情報の同期に失敗しました。MDM設定名=MDM設定名,
                              エラーコード=エラーコード,
                              MDMサーバのユーザーID=MDMサーバのユーザーID [要因]MDMサーバとの接続認証に失敗した。
                              [処理]MDMシステムとの機器情報の同期を中止する。 [対処]MDM連携の設定画面で設定した、MDMサーバのユーザーIDとパスワードを確認する。

                        ログに記載されている、［要因］、［処理］、および［対処］の内容をそれぞれ確認してください。

                     

                     	
                        対処方法をユーザーに回答します。

                        ［対処］に記載されている対処方法を実施するよう、ユーザーに回答してください。

                        この事例では、ログから、［MDM連携の設定］で設定したパスワードが誤っていることがわかります。［MDM連携の設定］で設定したパスワードが正しいかどうかを確認するよう依頼してください。設定内容を確認後、MDMシステムから機器情報を取得するよう依頼してください。

                     

                  

               
            
            
               2.4.4　事例4：エージェントのインストール時にインストールエラーダイアログが表示された

               
                  (1)　現象

                  エージェントのインストール時に、インストールエラーを示すダイアログが表示されました。

                  ここでは、ダイアログに表示されたエラーコードを確認して、エラーの要因を調査します。

               
               
                  (2)　要因

                  幾つかの要因が考えられます。「(3)　調査方法」の説明に従って要因を特定してください。

               
               
                  (3)　調査方法

                  
                     	
                        ダイアログに表示されたエラーコードをユーザーから入手します。

                        エラーコードは次の形式で表示されます。

                        （内部コード,内部コード,MSIのリターンコード）
                        

                     

                     	
                        入手した情報のうちMSIのリターンコードを確認して、対応する要因および対処方法をユーザーに回答します。

                        MSIのリターンコードと、対応する要因および対処方法を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       MSIのリターンコード

                                    
                                    	
                                       要因

                                    
                                    	
                                       対処方法

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       1153

                                    
                                    	
                                       インストールファイル（setup.ini）が破損しています。

                                    
                                    	
                                       インストールセットを作成し直して、エージェントのインストールを再実行してください。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       1601

                                    
                                    	
                                       Windowsインストーラサービスにアクセスできません。

                                    
                                    	
                                       次の手順で対処したあとで、エージェントのインストールを再実行してください。

                                       
                                          	
                                             Regsvr32 msi.dllコマンドを実行してWindowsインストーラサービスを登録する。

                                          

                                          	
                                             サービスコントロールマネージャからWindowsインストーラサービスのスタートアップの種類を［手動］または［自動］に設定する。

                                          

                                       

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       1603

                                    
                                    	
                                       次の要因が考えられます。

                                       
                                          	要因1

                                          	
                                             サポートされていないOSがインストールされています。

                                          

                                          	要因2

                                          	
                                             ハードディスクの空き容量が不足しています。

                                          

                                          	要因3

                                          	
                                             すでにインストールされているエージェントよりも古いバージョンのエージェントをインストールしようとしています。

                                          

                                          	要因4

                                          	
                                             エージェントのインストールパスに誤りがあります。次の誤りが考えられます。

                                             
                                                	
                                                   存在しないドライブを指定している

                                                

                                                	
                                                   ドライブルート（C:¥やD:¥など）を指定している

                                                

                                                	
                                                   使用できない文字（マルチバイト文字など）を指定している

                                                

                                             

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       要因に応じて次の対処をしたあとで、エージェントのインストールを再実行してください。

                                       
                                          	要因1

                                          	
                                             サポートされているOSをインストールしてください。サポートされているOSについては、マニュアル「JP1/IT
                                                Desktop Management 2 導入・設計ガイド」のエージェントを導入するコンピュータの前提条件の説明を参照してください。
                                             

                                          

                                          	要因2

                                          	
                                             ハードディスクに必要な空き容量を確保してください。必要な空き容量については、マニュアル「JP1/IT Desktop
                                                Management 2 導入・設計ガイド」のメモリ所要量の説明を参照してください。
                                             

                                          

                                          	要因3

                                          	
                                             すでにインストールされているエージェントをいったんアンインストールしてください。

                                          

                                          	要因4

                                          	
                                             正しいインストールパスを指定し直してください。

                                          

                                       

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       1618

                                    
                                    	
                                       ほかのアプリケーションのインストールが実行中です。

                                    
                                    	
                                       実行中のインストールが完了したあとで、エージェントのインストールを再実行してください。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        その他のMSIのリターンコードが表示された場合は、次のURLにアクセスして要因と対処方法を確認してください。

                        http://support.microsoft.com/kb/304888/ja

                        なお、このURLは発行時点での情報を基にしています。URLにアクセスできない場合、またはURLのリンク先を確認しても問題が解決できない場合は、契約しているサポート窓口にエスカレーションしてください。

                     

                  

               
            
            
               2.4.5　事例5：ネットワーク制御リストに機器の情報が登録されなくなった

               
                  (1)　現象

                  ネットワーク監視用のコンピュータを設置したネットワークに機器を接続したが、ネットワーク制御リストに機器の情報が登録されない。

                  この現象からは、ネットワーク制御リストに機器の情報が追加されるための条件を満たしていないことが考えられます。ここでは、ネットワーク制御リストに機器の情報が追加されるための条件を満たしているかどうかを確認します。

               
               
                  (2)　要因

                  ネットワーク制御リストに情報が追加されるための条件を満たしていません。追加されるための条件を次に示します。

                  
                     	
                        ネットワーク監視用のコンピュータの「Routing and Remote Access」サービスが起動している。

                     

                     	
                        管理用サーバから、対象の機器を発見できる。※

                     

                  

                  注※　対象の機器が管理用サーバからのICMP ECHO（ping）に応答できない場合、対象の機器を発見できません。

               
               
                  (3)　調査方法

                  ネットワーク制御リストに情報が追加されるための条件を満たしているかを確認します。条件を満たしている場合は、契約しているサポート窓口にエスカレーションしてください。

                  
                     	
                        ユーザーから、ネットワーク監視用のコンピュータのサービスリスト（sc queryの実行結果）を入手し、「Routing and Remote
                           Access」サービスの状態が「開始」になっているか確認します。
                        

                        「開始」になっている場合、手順2に進んでください。「開始」になっていない場合、手順4に進んでください。

                     

                     	
                        対象機器の探索を実行したサーバを特定します。

                        管理用サーバの公開メッセージログ（JDNMAINn.LOG）に、対象機器のIPアドレスに対してKDEX5005-Iメッセージが出力されているかどうかを確認します。
                        

                        KDEX5005-Iメッセージが出力されている場合、管理用サーバが探索を実行したサーバです。

                     

                     	
                        手順2で確認した管理用サーバからのICMP ECHO（ping）に対象機器が応答できているか、ユーザーに確認します。

                     

                     	
                        対処方法をユーザーに回答します。

                        「Routing and Remote Access」サービスの状態が「停止」になっている場合、手動で開始するよう指示してください。また、「Routing and
                           Remote Access」サービスのスタートアップの種類が「無効」になっている場合、「自動」に変更するよう指示してください。
                        

                        管理用サーバからのICMP
                           ECHO（ping）に対象機器が応答しない場合、管理用サーバから対象の機器へのネットワーク環境の見直しを依頼してください。特に、対象の機器またはルータなどのファイアウォールの設定を見直すよう、指示してください。
                        

                     

                  

               
            
            
               2.4.6　事例6：許可していないUSBデバイスが使用できるようになった

               
                  (1)　現象

                  セキュリィティポリシーで［登録済みのUSBデバイスは使用を許可する］をチェックして割り当てているエージェントで、登録していないUSBデバイスが使用できるようになった。

                  この現象からは、対象のUSBデバイスのデバイスインスタンスIDと、製品単位で登録済みのUSBデバイスのデバイスインスタンスIDが、前方一致しているために許可されていることが考えられます。製品単位で許可できるUSBデバイスの詳細については、マニュアル「JP1/IT
                     Desktop Management 2 導入・設計ガイド」の、使用を許可できるUSBデバイスの種類を参照してください。
                  

                  ここでは、対象のUSBデバイスのデバイスインスタンスIDと、製品単位で登録済みのUSBデバイスのデバイスインスタンスIDが前方一致していないかを確認します。

               
               
                  (2)　要因

                  対象のUSBデバイスのデバイスインスタンスIDと、製品単位で登録済みのUSBデバイスのデバイスインスタンスIDが前方一致している。

               
               
                  (3)　調査方法

                  次の手順で調査します。

                  
                     	
                        次の情報をユーザーから入手します。

                        
                           	資産情報のエクスポートデータ

                           	
                              「機器種別」、「資産状態」、および「デバイスインスタンスID」を出力した資産情報のエクスポートデータを入手してください。

                           

                           	対象のUSBデバイスの情報

                           	
                              対象のUSBデバイスを接続し、Windowsの［デバイスマネージャー］で対象のUSBデバイスのプロパティの［詳細］−［デバイスインスタンスID（デバイスインスタンスパス）］を表示した画面イメージを入手してください。

                           

                        

                     

                     	
                        手順1で入手した資産情報のエクスポートデータで、「機器種別」が「USBデバイス」、「資産状態」が「運用中」、「在庫」、またはユーザー定義に該当するデータを抜き出します。

                     

                     	
                        手順2で抜き出した資産情報のデバイスインスタンスIDと、手順1で入手した対象のUSBデバイスの情報のデバイスインスタンスIDが、前方一致するかどうかを確認します。

                     

                     	
                        対処方法をユーザーに回答します。

                        手順3で前方一致した場合、製品単位で登録済みのため、対象のUSBデバイスも使用が許可されていることを連絡してください。要因に該当しない場合、契約しているサポート窓口にエスカレーションしてください。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         付録

         
            付録A　参考情報

            このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

            
               付録A.1　トラブルシュートに必要なツールの準備
               

               Windows上で発生するトラブルには、次に示すようなものがあります。

               
                  	
                     製品の予期しない動作やエラーメッセージの出力

                  

                  	
                     プログラムのアプリケーションエラー

                  

                  	
                     プログラムのハングアップ（無応答）

                  

               

               1は、ユーザーが原因を特定して発生したトラブルに対処できます。しかし、2および3は、ユーザーから提供された資料を基に調査しないと、トラブルの原因が特定できない場合があります。ここでは、2および3の原因を解析するために必要な資料を採取するADPlusのインストールや設定を説明します。

               なお、ここで紹介しているURLは、発行時点での情報を基にしています。URLにアクセスできない場合、またはURLのリンク先を確認しても必要な情報が得られない場合は、契約しているサポート窓口にエスカレーションしてください。

               トラブルが発生した場合、その原因を早期に特定するために、JP1/IT Desktop Management 2の運用開始前に、次に示す資料採取の設定をお勧めします。

               
                  (1)　プログラムがアプリケーションエラーになった場合に必要なツールの準備
                  

                  次の説明を参照して、クラッシュダンプを採取するための設定をしてください。
                  

                  
                     (a)　ADPlusのインストールおよび設定
                     

                     ADPlusを使用して必要な情報を採取できます。ADPlusのインストールおよび設定については、次のURLを参照してください。

                     http://support.microsoft.com/kb/286350/ja

                  
               
               
                  (2)　プログラムがハングアップした場合に必要なツールの準備
                  

                  プログラムがハングアップした場合、プログラムがいつハングアップしているのかを特定するためにクラッシュダンプが必要です。クラッシュダンプは、ADPlusを使用すれば取得できます。そのため、ADPlusをあらかじめシステムにインストールしておいてください。インストールおよび設定の方法を、次に示します。
                  

                  
                     (a)　ADPlusのインストールおよび設定
                     

                     ADPlusを使用すると、必要な情報を取得できます。ADPlusのインストールおよびセットアップの詳細については、次のURLを参照してください。

                     http://support.microsoft.com/kb/286350/ja

                  
               
            
            
               付録A.2　サポートに必要な情報の格納先または入手方法
               

               ユーザー環境でgetlogsコマンドまたはgetinstlogsコマンドを使用できない状況で、サポートに必要な情報を入手しなければならない場合、次の表に示す格納先または入手方法をユーザーに連絡してください。なお、ユーザーの環境によっては、情報を入手できない場合もあります。その場合は、できる範囲で入手していただいてください。

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              情報

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              格納先または入手方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              OSの環境情報

                           
                           	
                              msinfo32コマンドの結果

                           
                           	
                              入手方法は、「1.6.2　エージェントレスの機器の情報取得」のシステム情報を採取する方法についての説明を参照してください。
                              

                           
                        

                        
                           	
                              イベントログ

                           
                           	
                              アプリケーションログおよびシステムログ

                           
                           	
                              入手方法は、「1.6.2　エージェントレスの機器の情報取得」のイベントログを採取する方法についての説明を参照してください。
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2の情報

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2の公開メッセージログ

                           
                           	
                              次のファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥JDNMAINn.LOG※

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のconfフォルダにあるファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のuCPSBフォルダにあるファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥uCPSB¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のdbフォルダにあるファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥db¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2のtempフォルダにあるファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2のインストール先フォルダ¥mgr¥temp¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorの情報

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorのログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                    Monitorのインストール先フォルダ¥log¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitorのconfフォルダにあるファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network
                                    Monitorのインストール先フォルダ¥conf¥
                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agentの情報

                           
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agentのログファイル

                           
                           	
                              次のフォルダに格納されているファイル

                              JP1/IT Desktop Management 2 -
                                    Agentのインストール先フォルダ¥log¥
                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     nは、ログ番号を表します。1つのログファイルが満杯になると、次のログ番号のログファイルにログが出力されます。すべてのログファイルが満杯になると、最初のログファイルに戻ってログを上書きします。
                     

                  

               

               JP1/IT Desktop Management 2をインストールまたはアンインストールする時にトラブルが発生した場合は、「1.4.2　getinstlogsコマンドで取得できる情報」に記載されている、getinstlogsコマンドで取得できる情報をユーザーに入手していただいてください。
               

            
            
               付録A.3　各バージョンの変更内容

               
                  (1)　11-10の変更内容

                  
                     	
                        Windows Server 2016を次の製品の適用OSに追加した。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitor

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Asset Console

                           

                           	
                              Remote Install Manager

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　11-01の変更内容

                  
                     	
                        対象製品にJP1/IT Desktop Management 2 - Operations Directorを追加した。

                     

                     	
                        Windows 10をJP1/IT Desktop Management 2 - Network
                           Monitorの適用OSに追加した。
                        

                     

                  

               
               
                  (3)　11-00の変更内容

                  
                     	
                        構成変更に関する公開メッセージログファイル「JDNSTRCn.LOG」を追加した。
                        

                     

                     	
                        Windows 10を次の製品の適用OSに追加した。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - RC Manager

                           

                           	
                              Remote Install Manager

                           

                        

                     

                     	
                        Windows Server 2003およびWindows Server 2008（Windows Server 2008
                           R2を除く）を次の製品の適用OS外とした。
                        

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitor

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - RC Manager

                           

                        

                     

                     	
                        ワトソン博士およびUserdmpの記述を削除した。

                     

                     	
                        getlogsコマンドで取得できる情報に次の内容を追加した。

                        
                           	
                              プロセスのCPU利用率

                           

                           	
                              Internet Explorerオプション設定値

                           

                           	
                              Firefoxオプション設定値

                           

                           	
                              Adobe Flash Playerバージョン

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　10-50の変更内容

                  
                     	
                        サイトサーバ構成システムの機能を削除した。

                     

                     	
                        Windows 8.1を次の製品の適用OSに追加した。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitor

                           

                        

                     

                     	
                        Windows Server 2012 R2を次の製品の適用OSに追加した。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Network Monitor

                           

                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Asset Console

                           

                        

                     

                     	
                        Windows 8、Windows 7を次の製品の適用OS外とした。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                           

                        

                     

                     	
                        Windows 2000を次の製品の適用OS外とした。

                        
                           	
                              JP1/IT Desktop Management 2 - Agent

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               付録A.4　このマニュアルの参考情報

               
                  (1)　関連マニュアル

                  
                     	
                        JP1 Version 11 資産・配布管理 基本ガイド（3021-3-B51）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 導入・設計ガイド（3021-3-B52）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 構築ガイド（3021-3-B53）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 運用ガイド（3021-3-B54）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 配布機能 運用ガイド（3021-3-B55）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 - Asset Console 構築・運用ガイド（3021-3-B56）

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 - Asset Console
                           アクセス定義ファイル作成ガイド（3021-3-B57）
                        

                     

                     	
                        JP1 Version 11 JP1/IT Desktop Management 2 メッセージ（3021-3-B58）

                     

                  

               
               
                  (2)　このマニュアルでの表記

                  このマニュアルに記載しているWindowsのメニュー名の表記は、次のOSを前提としています。

                  
                     	管理用サーバ、ネットワークモニタを有効化するコンピュータ、およびコントローラをインストールするコンピュータの場合

                     	
                        Windows Server 2008 R2

                     

                     	エージェントを導入するコンピュータの場合

                     	
                        Windows 7

                     

                  

                  Windows Server 2016、Windows 8.1、Windows 8またはWindows Server
                     2012の場合は［スタート］メニューが表示されないため、画面左下から表示できる［スタート］画面からメニューを実行してください。
                  

                  このマニュアルでは、製品名称を次のように表記しています。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表記

                              
                              	
                                 製品名

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 
                                    JP1/IT Desktop Management 2
                                    
                                 

                              
                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Manager

                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Operations Director

                              
                           

                        
                     

                  
                  このマニュアルでは、マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表記

                              
                              	
                                 製品名

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Active Directory

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Active Directory

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows

                              
                              	
                                 Windows 2000

                              
                              	
                                 Windows 2000 Advanced Server

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating System

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 2000 Professional

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 2000 Server

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7

                              
                              	
                                 Windows 7 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7 Home Basic

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Home Basic

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7 Home Premium

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Home Premium

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7 Professional

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7 Starter

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Starter

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 7 Ultimate

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8

                              
                              	
                                 Windows 8

                              
                              	
                                 Windows(R) 8

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8 Enterprise

                              
                              	
                                 Windows(R) 8 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8 Pro

                              
                              	
                                 Windows(R) 8 Pro

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8.1

                              
                              	
                                 Windows 8.1

                              
                              	
                                 Windows(R) 8.1

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8.1 Enterprise

                              
                              	
                                 Windows(R) 8.1 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 8.1 Pro

                              
                              	
                                 Windows(R) 8.1 Pro

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 10

                              
                              	
                                 Windows 10 Enterprise

                              
                              	
                                 Windows(R) 10 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows 10 Pro

                              
                              	
                                 Windows(R) 10 Pro

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2003

                              
                              	
                                 Windows Server 2003※

                              
                              	
                                 Windows Server 2003 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2003 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2003 R2

                              
                              	
                                 Windows Server 2003 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2003 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 Edition

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008

                              
                              	
                                 Windows Server 2008※

                              
                              	
                                 Windows Server 2008 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise without Hyper-V(R)

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard without Hyper-V(R)

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 R2

                              
                              	
                                 Windows Server 2008 Datacenter

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 Foundation

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Foundation

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2008 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2012

                              
                              	
                                 Windows Server 2012※

                              
                              	
                                 Windows Server 2012 Datacenter

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Datacenter

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2012 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Standard

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2012 R2

                              
                              	
                                 Windows Server 2012 R2 Datacenter

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Datacenter

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2012 R2 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Standard

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2016

                              
                              	
                                 Windows Server 2016 Datacenter

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Datacenter

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Server 2016 Standard

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Standard

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Vista

                              
                              	
                                 Windows Vista Business

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Vista Enterprise

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Vista Home Basic

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Vista(R) Home Basic

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Vista Home Premium

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Vista(R) Home Premium

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows Vista Ultimate

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows XP

                              
                              	
                                 Windows XP Home Edition

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) XP Home Edition Operating System

                              
                           

                           
                              	
                                 Windows XP Professional

                              
                              	
                                 Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　Windows Server 2003 R2を併記している場合は、Windows Server 2003にWindows Server 2003
                     R2は含みません。Windows Server 2008、Windows Server 2012の場合も同様です。
                  

               
               
                  (3)　このマニュアルで使用する英略語

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 英略語

                              
                              	
                                 正式名称

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 AD

                              
                              	
                                 Active Directory

                              
                           

                           
                              	
                                 CPU

                              
                              	
                                 Central Processing Unit

                              
                           

                           
                              	
                                 DB

                              
                              	
                                 Database

                              
                           

                           
                              	
                                 FTP

                              
                              	
                                 File Transfer Protocol

                              
                           

                           
                              	
                                 GUI

                              
                              	
                                 Graphical User Interface

                              
                           

                           
                              	
                                 IP

                              
                              	
                                 Internet Protocol

                              
                           

                           
                              	
                                 MAC

                              
                              	
                                 Media Access Control

                              
                           

                           
                              	
                                 MDM

                              
                              	
                                 Mobile Device Management

                              
                           

                           
                              	
                                 OS

                              
                              	
                                 Operating System

                              
                           

                           
                              	
                                 PC

                              
                              	
                                 Personal Computer

                              
                           

                           
                              	
                                 RDB

                              
                              	
                                 Relational Database

                              
                           

                           
                              	
                                 SMTP

                              
                              	
                                 Simple Mail Transfer Protocol

                              
                           

                           
                              	
                                 TXT

                              
                              	
                                 Text

                              
                           

                           
                              	
                                 URL

                              
                              	
                                 Uniform Resource Locator

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (4)　このマニュアルで使用している書式について

                  説明文で使用する書式

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 書式

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ［　］

                              
                              	
                                 ウィンドウ、ダイアログボックス、タブ、パネル、メニュー、ボタン、フォルダ、およびキーの名称を示します。

                              
                           

                           
                              	
                                 「　」

                              
                              	
                                 画面などに入力する文字列を示します。

                              
                           

                           
                              	
                                 ［A］−［B］

                              
                              	
                                 メニューを連続して選択することを示します。

                                 （例）　［ファイル］−［新規作成］

                                 上記の例では、［ファイル］メニューを選択して、プルダウンメニューから［新規作成］を選択することを示します。

                              
                           

                           
                              	
                                 文字列

                              
                              	
                                 可変の値を示します。

                                 （例）　JDNMAINn.log
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  文法で使用する書式

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記号

                              
                              	
                                 意味

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 〔　〕

                                 （きっ甲括弧）

                              
                              	
                                 この記号で囲まれている項目は省略できます。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (5)　このマニュアルで使用する用語

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 用語

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 エージェントレスの機器

                              
                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Agentがインストールされていない管理対象の機器です。

                              
                           

                           
                              	
                                 オフライン管理

                              
                              	
                                 管理用サーバにネットワーク接続していないコンピュータを外部記憶媒体を利用して管理する方法です。

                              
                           

                           
                              	
                                 オフライン管理用のエージェント

                              
                              	
                                 エージェント設定で、管理用サーバと接続しない設定にしたエージェントのことです。オフライン管理したいコンピュータにインストールします。

                              
                           

                           
                              	
                                 管理用サーバ

                              
                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Managerがインストールされているコンピュータです。

                              
                           

                           
                              	
                                 情報収集用ツール

                              
                              	
                                 オフライン管理のコンピュータから機器情報を収集するツールです。getinv.vbsコマンドと、機器情報の収集に必要な情報を含んだファイルで構成されています。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 ネットワーク監視用のコンピュータ

                              
                              	
                                 ネットワークモニタが有効にされたコンピュータです。

                              
                           

                           
                              	
                                 利用者のコンピュータ

                              
                              	
                                 JP1/IT Desktop Management 2 - Agentがインストールされたコンピュータです。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (6)　KB（キロバイト）などの単位表記について

                  1KB（キロバイト）、1MB（メガバイト）、1GB（ギガバイト）、1TB（テラバイト）はそれぞれ1,024バイト、1,0242バイト、1,0243バイト、1,0244バイトです。
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